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序     文 
 

 近年、周辺国が情報技術（IT）の活用による経済発展の加速化を図っている一方、ラオス人民

民主共和国では IT 分野の導入と開発が遅れており、同分野を活用した経済振興において、他国と

の格差が一層拡大することが懸念されております。  

 ラオス国立大学は、短期間で効果的な IT 技術者の育成を図るため、高等ディプロマ資格取得者

以上を対象とした教育課程として、国際協力機構（JICA）による技術協力プロジェクト「ラオス

国立大学工学部情報化対応人材育成機能強化プロジェクト（2003 年 4 月より 5 カ年：「IT ブリッ

ジ・プロジェクト」）」を実施しました。 

 一方、IT 産業界から、データベース、ネットワーク、アプリケーション分野の IT スペシャリ

スト養成機関開設への強い要望があるものの、実際に産業界で勤務している人材は外国人か海外

留学からの帰国者がほとんどであり、既存の教育機関では産業界が要望する人材育成に十分応え

られていないという課題が残っております。このような背景の下、ラオス人民民主共和国政府よ

りわが国に対し、持続的な IT 人材育成の体制構築を目標とする技術協力プロジェクト「ラオス国

立大学 IT サービス産業人材育成プロジェクト」の要請がなされました。 

 上述の公式要請を受けて、2008 年 7 月に事前評価調査を実施し、同年 11 月に討議議事録（R/D）

を署名・交換し、5 年間の予定でプロジェクトを開始しました。 

 本プロジェクトでは、1 年間の IT 研究生コースを開設し、IT サービス産業の需要に応じた、世

界的に通用する技術力を有する人材を育成してきました。その成果を踏まえて、IT 研究生コース

は発展的に解消され、IT 実践型修士コースに改編され、2013 年１月からは、ネットワーク分野と

ソフトウェアエンジニアリング分野における人材育成に取り組んでおります。また、IT 学科内に

おいて、学科内会社を設立し、民間や官庁の技術者を対象とした短期研修の実施や、2011 年度に

実施された中間レビュー調査の結果を踏まえ、IT 分野における起業を促進するためのインキュベ

ーターを設け、IT サービス産業の振興に向けた人材育成に取り組んできました。 

 今般、本プロジェクトの終了時評価を行うことを目的として、2013 年 5 月から 6 月にわたり終

了時評価調査団を派遣し、ラオス人民民主共和国政府や関係機関との間でプロジェクトに関する

協議を実施しました。本報告書は、調査・協議結果を取りまとめたものであり、類似プロジェク

トの形成や事業運営に活用されることを願うものであります。 

 最後に、調査にご協力頂いた内外関係機関に、改めて深い感謝の意を表するとともに、引き続

き一層のご支援をお願いする次第です。 

 

平成 25 年 10 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
ラオス事務所所長 武井 耕一 
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写     真 

 

ラオス国立大学工学部 IT 実践型修士コー

ス及び学科内会社による短期講習が実施

されている IT 棟の外観。 

 

 

ラオス国立大学工学部以外で、高等教育機

関として IT 教育を行っている Soutsaka 

College におけるヒアリングの様子。 

 

 

終了時評価調査団がラオス国立大学副学

長とミニッツ（M/M）協議を行う様子。 



 

ラオス国立大学工学部長及び副工学部長

と M/M 協議を行う様子。 

 

合同調整委員会における終了時評価団長

からの評価結果に関する説明を行う様子。 
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評価調査結果要約表 

１．案件の概要 

国名：ラオス人民民主共和国 案件名：「ラオス国立大学 IT サービス産業人材育

成プロジェクト」 

分野：情報通信技術 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：ラオス事務所 協力金額（評価時点）： 3 億 8,000 万円 

協力期間 2008 年 12 月～2013 年 11 月 

 

先方実施機関：ラオス国立大学 

日本側協力機関：なし 

１－１ 協力の背景と概要 

近年、周辺国が情報技術（IT）の活用による経済発展の加速化を図っている一方、ラオス人

民民主共和国（以下、「ラオス」と記す）では IT 分野の導入と開発が遅れており、同分野を活

用した経済振興において、他国との格差が一層拡大することが懸念されている。 

そのためラオス国立大学（NUOL）では高等ディプロマ資格取得者が短期間で学士号を取得

することを目的として JICA 技術協力プロジェクト「ラオス国立大学工学部情報化対応人材育

成機能強化プロジェクト（2003 年～2008 年）」が実施された。その結果、大学学部レベルの

IT 教育体制は確立したものの、教育内容はコンピュータ・サイエンスを中心とした理論重視

のものであり、現地 IT 市場が必要とする、実践的スキルを有するエンジニアの育成が今後の

課題となった。 

上記背景を受け、ラオス政府よりわが国に対し、より実践的スキルを有する IT 人材を育成

し、ラオスの IT サービス産業振興に貢献するため、技術協力プロジェクト「ラオス国立大学

IT サービス産業人材育成プロジェクト」の要請がなされ、2008 年 12 月より 5 年間の予定でプ

ロジェクトが実施されている。 

 

１－２ 協力内容 

（1）上位目標：ラオス国において IT サービス産業が発展する。 

 

（2）プロジェクト目標： 

NUOL 工学部 IT 学科による IT 研究生コース（ITSC）を通じて、IT サービス市場に応

じた人材が育成される。 

 

（3）成 果 

1）NUOL 工学部 IT 学科において ITSC が適切に運営される。 

2）NUOL 工学部 IT 学科において IT 学科内会社が適切に運営される。 

3）ITSC 担当教員及び将来に修士コースを担当する教員のソフトウェアエンジニアリング

に関する実践的スキル及び指導力が強化される。 

4）実践的なソフトウェアエンジニアリング・スキル及びビジネス・スキルを習得するた

めの ITSC 及び修士コースが整備される。 

5）産学官の連携が強化される。 

 

（4）投 入 

日本側： 

・長期専門家派遣 ：3 名（117 人月）   短期専門家派遣：18 名（20 人月） 
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・機材供与：コンピュータ、プロジェクター、IT 関連機材、机、椅子、キャビネッ

ト、車両等  

・ローカルコスト負担：2,509 万 195 円 

・本邦研修員受入れ：なし 

ラオス側：  

・カウンターパート（C/P）配置：28 名 

・ローカルコスト負担：9,911 万 9,000Kip1 

・施設・機材提供：4,586 万 4,000Kip  

（試験センター用コンピュータ 5 台、警備用ドアロール 4 セット、カーテン 5 セット） 

２．評価調査団の概要 

調 査 者 団  長：神谷 まち子 JICA ラオス事務所 次長 

評価分析：濱田 真由美 ㈶国際開発高等教育機構（FASID） 

協力企画 1：戸谷 幸一 JICA ラオス事務所 所員 

協力企画 2：Daovanh  SENGHALATH JICA ラオス事務所 ナショナルスタッフ 

調査期間 2013 年 5 月 28 日～2013 年 6 月 13 日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

３－１－１ 成果 1：プロジェクト終了までに達成見込み  

成果１：NUOL 工学部 IT 学科において ITSC が適切に運営される。 

指標 

1-1. 短期コースガイドライン、教員評価ガイドライン、受託開発ガイドライン、図書

利用ガイドライン及び ITSC、IT 学科内会社（ITBU）の運営に必要とされるガイ

ドラインが作成され、IT 学科長によって承認される。 

1-2. 受講者の募集、選抜、成績評価及び卒業認定が適切に行われる。 

主な理由 

－ 長期コース（ITSC/ITPM）及び短期コースに関するほとんどのガイドラインが開

発された。すなわち、マニュアル 6 種と図書館利用に関するフォーマット 1 種の

作成が完了している。 

－ 学生・受講生の募集、成績評価、卒業認定が、大学が定めたガイドラインに沿っ

て実施されている。 

 

３－１－２ 成果 2：ある程度達成されている 

成果 2：NUOL 工学部 IT 学科において IT 学科内会社が適切に運営される。 

指標 

2-1. IT 学科内会社の事業計画に沿って、事業が適切に運営管理されていることが、学

部長に報告、承認される。 

2-2. IT 学科内会社は、産官からシステム開発に関する業務を有償で受注できるように

なる。 

2-3. インキュベーション・ブースのうち、3 カ所以上が使用されている。 

主な理由 

－ ITBU のマネジメント体制がまだ十分でない。 

                                                        
1 2011 年 1 月から 2013 年 3 月までの ITSC/IT 実践型修士コース（ITPM）の経費のみを示す。ラオス側は短期コースの経費

も支出しているが、そのデータは得られなかった。 
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  ・過去に ITBU マネジャーが 2 度交替したうえ、2 カ月にわたり空席となった。 

  ・短期研修の評価結果が、研修・教育の改善に活用されていない。 

－ 指標 2-2 は代替活動（長期コースのフィールドワーク）で目的の意図は達成済み。 

－ インキューベーション・ブースは 3 室入居済みである。他方、インキュベーショ

ンはまだ初期の段階にあり、教員による助言活動が開始されていない。 

 

３－１－３ 成果 3：おおむね達成されている 

成果 3：ITSC 担当教員及び将来に修士コースを担当する教員のソフトウェアエンジニア

リングに関する実践的スキル及び指導力が強化される。 

指標 

3-1. 受講生による教員への満足度（評価）が向上する。 

3-2. IT 学科内会社で行うシステム開発の成功数が向上する。 

主な理由 

－ 受講生による教員への満足度評価結果は、中間評価時に比べ大きな変化はみられ

ないが、インタビューにおける ITSC 卒業生及び ITPM 在校生の教員に対する評価

はおおむね良好。 

－ 世界標準となる資格を取得している教員数が増加した（延べ 26 名）。 

－ 指標 3-2 は指標 2-2 と連動し、代替活動（長期コースのフィールドワーク）で目的

の意図は達成済み。 

 

３－１－４ 成果 4：おおむね達成されている 

成果 4：実践的なソフトウェアエンジニアリング・スキル及びビジネス・スキルを習得す

るための ITSC 及び修士コースが整備される。 

指標 

4-1. ITSC 全般に対する受講生の満足度が高くなる。 

4-2. カリキュラム、シラバス、教材が定期的に更新される。 

4-3. 外部有識者（産官）が参加するカリキュラム・ボードが毎年開催される。 

主な理由 

－ ITSC 卒業生及び ITPM 在校生へのインタビューでは、コースに対する評価はおお

むね良好。 

－ 教材は 2012 年に改訂済み。一部アカデミック・プログラムを活用し自動更新を導

入。 

－ カリキュラム・ボードは 2010 年から 2012 年まで、毎年 1 回開催。 

 

３－１－５ 成果 5：達成されている 

成果 5：産学官の連携が強化される。 

指標 

5-1. 産学官との合同セミナーが毎年開催される。 

5-2. 産官の客員講師による講義が一定の割合で実施される。 

主な理由 

－ 産学官との合同セミナー（スタディ・セッション）が 2009 年より 2012 年までに

計 4 回開催済み。 

－ 産官の有資格者（政府職員 2 名、産業界 2 名を含む）が短期コース及び ITSC/ITPM

で一部コースの教鞭をとっている。 
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３－１－６ プロジェクト目標：おおむね達成されている 

プロジェクト目標：ラオス国立大学（NUOL）工学部 IT 学科による ITSC を通じて、IT

サービス市場に応じた人材が育成される。 

指標 

1. 国内 IT サービス企業、政府組織、IT ユーザー企業で従事する卒業生及び受講生の

評価が高くなる。 

2. ITSC（長期コース）の卒業生数の 80％以上が IT サービス市場において就職する。 

3. ラオス国内において、ITSC（短期コース）の受講生数が増える。 

主な理由 

－ 2013 年 5 月に ITSC 卒業生の主要就職先 11 社を対象に実施した電話インタビュー

によれば、卒業生の評価はおおむね良好。 

－ ITSC 卒業生の 95％が、IT サービス市場において就職している。 

－ 2009 年以降、短期コースの受講者は堅調な伸びを示している（累計 774 名）。 

 

３－１－７ 上位目標：協力終了後 3 年程度での達成見通しは低いが、着実にその方向に向

かって進捗している  

上位目標： ラオス国において IT サービス産業が発展する。 

指標 

1. GDP に占める IT サービスの割合が増加する。 

2. 就労人口に占める IT サービス従事者の割合が増加する。 

主な理由 

－ 協力期間終了 3 年後までに輩出される ITPM 卒業生数の規模を踏まえれば、プロジェ

クト実施によってラオス GDP における IT サービスの割合や就労人口に占める IT

サービス従事者の割合が変化する可能性は低い。 

－ 当初計画においてよりスーパーゴールに近い目標を上位目標に設定していたため、

プロジェクト終了後 3 年程度での達成は困難。 

 

３－２ 実施プロセス 

（1）活 動 

計画された活動は、以下を除きほぼ実施された。①外部からの有償でのシステム開発事

業受注、②産官学の連携強化を目的としたシンポジウムの開催。これらの目的は既に別の

活動（①はフィールドワーク、②はスタディ・セッション）により達成されていることか

ら、プロジェクト効果に対する負の影響はなかった。 

 

（2）モニタリング 

モニタリングは、マネジメントレベル及びセクションレベルにおける 2 段階のウイーク

リー・ミーティングをベースに行われた。各マネジャーが、セクションレベルのウイーク

リー・ミーティングの結果をマネジメントレベルのウイークリー・ミーティングで報告

し、必要に応じ日本人専門家やプロジェクトマネジャーの助言を求めた。 

 

（3）C/P のオーナーシップ 

現在、ほとんどの活動は C/P によって行われている。日本人専門家は新たな事柄を開始

する際の基本的な枠組みやフォーマットの策定、教材改訂時の業務分担の割り振り、
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ITSC/ITPM や短期コース、インキュベーション等、すべての主要活動における技術的・

運営管理的側面の助言を行っている。 

 

３－３ 評価結果の要約2 

（1） 妥当性（やや高い） 

プロジェクトの方向性とラオス・日本両政府の政策は合致している。ラオスの第 7 次国

家社会経済開発計画（2011～2015）は、電信及び高速インターネットの促進及び技術者

を含む人材開発の重要性を強調している。また、情報通信技術（ICT）国家政策（科学技

術省 2009 年）は、IT セクターにおける人材育成及び IT セクター自体の開発促進を重視

している。日本側については、外務省の対ラオス国別援助方針（2012）において、高等

教育、技術教育及び職業訓練が、四つの柱のうち第 3 の柱である「教育環境の整備と人材

育成」の中に位置づけられており、JICA の対ラオス援助方針もこれに連動している。産

業界のニーズとの整合性については、IT スペシャリストの育成が産業界のニーズに合致

していることから、学生たちの評判は高い。他方、プロジェクト実施期間中に、修業年限

1 年であった ITSC が、修士課程 ITPM への格上げに伴い 2 年間の修業年限に変更された

ことにより、最短期間で IT スペシャリストを確保したい一部民間企業のニーズとの整合

性は若干低下する結果となった。したがって、プロジェクトの妥当性は、やや高い。 

 

（2） 有効性（やや高い） 

プロジェクト目標の指標は良好な達成状況となっており、プロジェクト目標はおおむね

達成されている。プロジェクト目標である IT 産業人材を育成させるために、成果 1 では

長期コースの運営管理、成果 2 では短期コース及びインキュベーターを所掌する ITBU の

運営管理、成果 3 では教員の質、成果 4 ではコース全体の質、成果 5 では IT 産業界のニ

ーズ把握、とそれぞれの成果が一定の役割を担い、プロジェクト目標達成に貢献する形で

プロジェクトがデザインされており、成果とプロジェクト目標の論理性はおおむね確保さ

れている。以上から、有効性はやや高い。 

 

（3） 効率性（やや高い） 

次のようなプロジェクトのデザインが効率性を高めた。①研修において、ラオス側教員

にとって英語よりもコミュニケーションが容易なタイからの専門家を招へいしたこと、②

マイクロソフト・アカデミー、オラクル・アカデミー等のアカデミック・プログラムを教

材の約 3 分の 2 にわたり採用したこと（これらの教材は国際水準を満たす高品質であるこ

とに加え、学生にも配布でき、自動的に更新されることから、教員の教材改訂に係る時間

が大幅に短縮された）、③教材の 3 分の 1 は、他国における JICA の IT プロジェクトで開

発された教材を導入したこと（新規にプロジェクトで教材を開発するのに比べ、教員の時

間を短縮し他の活動に集中する時間が増えた）。 

他方、学部が多くの教員を C/P として配置したにもかかわらず、教員のなかには経験不

足から技術移転中にテストに合格できず、C/P として残ることができないケースもみられ

た。さらに、短期研修の担当部署である ITBU のマネジャーの人材の確保に困難があり、

過去に 2 カ月間空席が続いたほか、現在は 3 代目となっており、ITBU のマネジメント体

制の強化に時間を要している。 

以上から、効率性はやや高い。 

                                                        
2 評価レーティング 4 段階：高い、やや高い、やや低い、低い 
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（4） インパクト（一定の正のインパクトが発現している） 

計画段階で上位目標の設定レベルが高すぎたことから、協力期間終了 3 年後に上位目標

が達成される見通しは低い。一方、NUOL 工学部の学部レベルの教育において、次のよ

うな正のインパクトがみられる。①教育の質の向上（教員の能力向上とプロジェクトで導

入した教材を学部でも使用したため）、②カリキュラム改訂（修士課程のレベルが向上し

たことから、修士課程のモジュールのうち、本来は学部で教えるべきであったものを

2013 年 9 月より学部に移す予定）、③学生による講師評価の導入。また、2013 年に実施さ

れたタイへのインキュベーション・スタディツアーは、参加した産官学のメンバーのイン

キュベーションの概念と重要性に関し理解を深めた。この結果、ラオスにおけるセクター

を超えたインキュベーション制度の導入に向けて、省庁間での議論とプロポーザル作成が

始まっている。 

以上から、上位目標の達成見込みは低いものの、一定の正のインパクトが発現してい

る。なお、負のインパクトは発現していない。 

 

（5） 持続性（やや低い） 

政策面の観点について、ラオス政府は e-government 及び e-commerce 等の実現に向けて

国を挙げて動いており、時間はかかるとしても方向性として逆行することは考えにくい。

したがって、IT の促進とその人材育成促進の方向性は今後も続くと思われる。 

組織面の観点からは、NUOL は国内で最も長い歴史をもつ国立大学として堅固な基盤

を有している。人員体制については、ほとんどの教員は大学での勤務を続けると考えられ

る。ただし、教員と卒業生の給与格差の存在や、多くのコース等を教えることにより教員

の負担が過重となっているとの懸念もある。また、協力終了後の ITBU のマネジメント体

制及びスタディ・セッションの継続見通しについては不確定要素も残っている。 

財政面では、ITPM（修士課程）及び短期コースのランニングコストはすべて授業料収

入から賄われるため、IT 学科の教育の質の維持と改善、及び安定した入学者数の確保が

重要である。 

技術面の観点からみると、教員の各コースを教える力はほぼ十分身に付いている。一方

で、IT 分野の技術は日進月歩であり、産業界のニーズに応える人材を輩出し続けるた

め、教員たちは協力終了後に独力で技術の進歩についていくことが求められる。仮に産業

界からの評判や満足度が低下すれば、ITPM 入学希望者や短期コース受講希望者の評判が

低下し、入学者数及び短期コース受講者数にも影響すると考えられる。 

以上から、持続性はやや低い。 

 

３－４ 効果発現に貢献した要因 

（1）計画に関すること 

JICA の他の IT プロジェクトで開発された教材の導入、国際的なアカデミック・プログ

ラムの活用、及びタイやシンガポールの第三国専門家の活用が効率性を高める要因として

機能した。 

 

（2）実施プロセスに関すること 

ラオス側教員が実際の授業で教鞭をとり、教材改訂も行うなど、C/P のオーナーシップ

を高める方法をとったことが教員の能力向上に結びついた。 
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３－５ 問題点及び問題を惹起した要因 

（1）計画に関すること 

計画立案時に上位目標の設定レベルが高すぎたことが、上位目標達成見通しの低下を招

いた。5 年間の人材育成プロジェクト 1 件により、GNP 比率や全国の就労人口における当

該セクターの就労者割合に変化を及ぼすことは、多くの場合困難である。 

 

（2）実施プロセスに関すること 

実施中に 1 年間の ITSC コースが 2 年間の ITPM コース（修士課程）に格上げされたこ

とにより修業年限が 2 倍となり、短期間で即戦力を求める一部民間企業のニーズとの整合

性が低下した。 

 

３－６ 結 論 

 プロジェクトはラオス側及び日本側双方の努力により、プロジェクト目標の達成に向けて着

実に取り組みが進められているということが確認された。ITSC の卒業生や、卒業生を雇用し

ている企業、そして ITPM の学生からは、プロジェクトが支援してきた IT コース全体への評

価は高い。また、ITSC 及び ITPM のコース運営の妥当性については、コース運営に必要なガ

イドラインが整備されており、当該コースの職員や講師による適切な運営が確保されている。

さらに、教材については、JICA の他国における情報通信関係の技術協力プロジェクトで開発

した教材を活用･整備し、また近隣国の第三国講師（特にタイ）による技術移転を進めたた

め、効率的かつ効果的に、教員のスキル向上に取り組むことができた。また、2013 年から開

講した、ITPM の設立は、ITSC の成果を土台として、ITSC が発展的に解消し、プロジェクト

で側面支援を行い設立されたため、NUOL が目標として掲げている、全学部学科における

2015 年までの修士課程設立といった目標の達成にも貢献した。他方、留意事項として、プロ

ジェクト目標が、短期コースや ITPM の運営支援のみでは、上位目標達成に向けたインパクト

を与えることは難しい。また、持続性の面で IT コースの質や入学者数の十分なモニタリング

は財政面での安定性を確保する観点から重要である。さらに、インキュベーションはいまだ初

期の段階にあり、本格的な活動はこれからとなっている。 

 以上を踏まえ、一部留意事項はあるが、プロジェクト目標はおおむね達成されていることか

ら、協力期間終了をもって本プロジェクトは終了し、プロジェクト終了後は、先方政府実施機

関の自助努力で取り組むことが妥当と判断される。事後評価の結果を踏まえ、必要に応じフォ

ローアップ協力も検討されよう。 

 

３－７ 提 言 

（1）IT コースの質を担保していくため、ITPM 及び IT 短期コースの講師やカリキュラム、

教材や機材、そしてコース全体に対する評価の、体系的な実施。また、IT の変化に対応

するための、教員による継続的な IT 知識のアップデート及び IT サービス産業のニーズを

反映させたうえでのカリキュラムの改訂。 

（2）ITPM の入学率のモニタリングと、（必要に応じた）応募要件の緩和。 

（3）ラオス第 1 号となるインキュベーターの導入について、タイをモデルとしながら、ラオ

ス独自のインキュベーターに発展させていくための、長期間にわたるラオス側のコミット

メ ントの必要性。 

（4）ITBU の組織能力強化のための継続的なモニタリングの必要性。 
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３－８ 教 訓 

（1） IT 分野の人材育成を効果的かつ効率的に実施するためには案件形成段階に C/P の能力

や経験について正しく把握しておくことが重要である。また IT 分野の性格上、高度な知

識を習得するだけなく、継続して最新の知識を習得し続ける必要があることから、IT 分

野の人材育成は非常にチャレンジングである。このため、IT 分野の人材育成に取り組む

場合は、相手国政府及び開発パートナー双方とも本腰を入れた取り組みが求められる。 

（2） 常に日本の実例（モデル）が相手国に最適なわけではなく、時には日本の事例は先進

的すぎることもあり、この場合、他の第三国の事例の方が適していることもある。また全

く新しい概念（インキュベーター）を外国から導入する場合には、その地に根付くまで時

間を要することから、相手国のコミットメントが必要である。 

 

 

 



ix 

Summary of Terminal Evaluation 
I.  Outline of the Project 
Country: Laos Project Title:  

Human Resource Development in IT Service Industry  
at NUOL 

Issue/Sector: ICT  Cooperation Scheme: Technical Cooperation Project 

Division in Charge: JICA Laos Office  Total Cost: 3.8 million yen (as of Terminal 
Evaluation) 

Period of 
Cooperation 

Dec. 1, 2008 to Nov. 30, 
2013 (60 months) 

Partner Country’s Implementing Organization:  
National University of Laos 
Cooperation Organization (Japanese side):  
N/A 

(ア) Background of the Project 
  Compared to the neighboring ASEAN countries, which utilize information technology (IT) to 
accelerate economic development, the utilization of IT in Lao PDR has been delayed, and concerns 
were raised that the economic gap may widen due to the delayed utilization of IT in Lao PDR.  For 
this reason, a technical cooperation project "the Project for the Upgrading IT Education 
(Information Technology Bridging Course)" was implemented in National University of Laos 
(NUOL) from 2003 to 2008 to develop human resources in IT field.  While the said project 
successfully established computer science courses at the undergraduate level mainly focusing on 
theory matters, it was facing difficulties to meet the strong demand from the IT service industry for 
developing IT practitioners (IT specialists/ engineers). 
  In view of the above, the GOL requested a technical cooperation “Human Resource Development 
in IT Service Industry at NUOL” to the Japanese government to develop IT practitioners (IT 
specialists/engineers) to support the development of IT service industry in Lao PDR.  The said 
project is being implemented from December 2008 for 5 years. 
 

(イ) Project Overview 
(1)  Overall Goal 
IT service industry is well-developed in the Lao PDR.  

 
(2) Project Purpose 
Human resources are developed according to the IT service market through the ITSC by the IT 
Department of the Faculty of Engineering at the NUOL.  
 
(3) Output 
1. ITSC is properly operated at the IT Department of the Faculty of Engineering, the NUOL.  
2. The IT Department Business Unit (ITBU) is properly operated at the IT Department of the 
Faculty of Engineering, the NUOL.  
3. Practical skills and teaching capabilities of lecturers in charge of the ITSC and master course 

that is planned to be established are enhanced in the field of the software engineering.  
4. ITSC and master course, which is planned to be established, are for the practical software  
  Engineering and business skills are developed. 
5. Collaboration among the government, industry, and academia is reinforced.  
 
(4) Inputs  
Japanese side 
a) Personnel: Long-term Experts: 3 (117M/M),  Short-Term Experts: 18 (20M/M) 
b) Equipment: PC, projectors, IT related equipment, desks, chairs, shelves, cabinets, car, etc. 
c) Training in Japan: None      
d) Local Cost:: 25, 090,195Yen 
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Laotian side 
a) Personnel: 28 C/Ps     b) Local Cost: 99,119,000Kip3     
c) Facility and equipment:: 45,864,000Kip in total for PC for Testing Center (5 units),  
Door roll for security (4 units) and curtain (5 units)  

II.  Evaluation Team 
Members Leader: Ms. Machiko KAMIYA (Senior Representative, JICA Laos Office) 

Evaluation Analysis: Ms. Mayumi HAMADA (Chief Consultant, FASID) 
Cooperation Planning 1: Mr. Koichi TOYA (Representative, JICA Laos Office)  
Cooperation Planning 2: Mr. Daovanh SENGHALATH  
(Assistant Program Officer, JICA Laos Office) 

Period of Evaluation May 28, 2013- 13 June, 
2013 

Type of Evaluation Terminal Evaluation 

III. Results of Evaluation 
3-1 Achievement of Objectives 
3-1-1 Output 1: ITSC are properly operated at the IT Department of the Faculty of 

Engineering, the NUOL. 
Output 1: Expected to be fully achieved by the end of the Project 
Objectively Verifiable Indicator 
1-1. Guidelines of short term courses, evaluation on lecturers, outsourcing, library use and 

others necessary for effective implementation of ITSC and ITBU are developed, and 
approved by the head of IT department. 

1-2. The recruitment, selection, evaluation of learning results, and graduation approval of 
students are appropriately conducted. 

Major Reasons 
– Most of the guidelines both for the long-term courses (ITSC/ITPM) and the short-term 

courses are already developed, i.e., development of 6 manuals and 1 format for library 
use have been completed. 

– Annual academic administration (such as recruitment of students, evaluation of 
students on their learning results, and graduation approval of students) has been done 
well following the University’s guidelines. 

 
 
3-1-2 Output 2: The IT Department Business Unit (ITBU) is properly operated at the IT 

Department of the Faculty of Engineering, the NUOL. 
Output 2: Partially achieved 
Objectively Verifiable Indicator 
2-1. The operational projects are appropriately managed according to the plan of the ITBU, 

whose results are reported to and approved by the head of IT department. 
2-2. The ITBU comes to be able to receive works on the system development from the 

government and industry for profits.  
2-3. More than 3 incubation booths at ITBU are occupied during the Project period. 
Major Reasons 
– Management system of ITBU is still under development  

 changes in ITBU managers twice, manager’s position vacant for 2 month 
 Course evaluation is not utilized for course improvement 

– The intention of indicator 2-2 is achieved through alternative activities (fieldwork for 
long-term course)  

– 3 incubation booths are occupied. However, incubation is still at the initial stage, as 
giving advice to incubatees by lecturers has not begun yet 

 
 
3-1-3 Output 3: Practical skills and teaching capabilities of lecturers in charge of the ITSC 

and master course that is planned to be established are enhanced in the field of the 
software engineering. 

                                                        
3 The figure is the running cost borne by Lao side for ITSC/ITPM from January 2011 till March 2013 only.  Other figures were not 

available, although the running cost for Short-term Courses were also basically borne by Lao side. 
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Output 3:  Almost achieved 
Objectively Verifiable Indicator 
3-1. Satisfaction ratings (evaluation) of the lecturers are enhanced by students and trainees.  
3-2. The number of the success of the system development in the ITBU is increased. 
Major Reasons 
– Though there are no major changes on students’ satisfaction rate over the years, 

evaluation of course lecturers is rather high (based on the Interview results of graduates 
and students at ITSC/ITPM) 

– The number of lecturers who have acquired international certificates increased (26 
certificates in total) 

– The intention of indicator 3-2 is achieved through alternative activities (field work for 
long-term course) 

 
 
3-1-4 Output 4: ITSC and master course, which is planned to be established, are for the 

practical software engineering and business skills are developed. 
Output 4:  Almost achieved 
Objectively Verifiable Indicator 
4-1. Satisfaction ratings (evaluation) of the overall ITSC are enhanced by students and 

trainees.  
4-2. The curriculums, syllabi, and learning materials are regularly updated.  
4-3. The curriculum board is annually held with the external knowledgeable persons (from 

the government and industry). 
Major Reasons 
– Interview results with alumni and students at ITSC/ITPM show that their evaluation on 

the courses is rather high. 
– Teaching materials were updated in 2012.  Introduced to use academic program for part 

of the curriculum for efficient updating. 
– Curriculum Board was convened once a year from 2010 till 2012 

 
 
3-1-5 Output 5: Collaboration among the government, industry, and academia is reinforced 

Output 5: Achieved 
Objectively Verifiable Indicator 
5-1. Joint seminars among the government, industry, and academia are annually held.  
5-2. Lectures by the visiting lecturers from the government and industry are delivered at a 

constant rate. 
 

Major Reasons 
– Study sessions were held 4 times from 2009 till 2012. 
– Qualified 5 visiting lecturers (2 from government, 2 from industry 1 from freelance) 

have been teaching part of the Short-term Courses and ITSC/ITPM. 
 

 
3-1-6 Project Purpose: Human resources are developed according to the IT service market 

through the ITSC by the IT Department of the Faculty of Engineering at the NUOL. 
Project Purpose: Almost achieved 
Objectively Verifiable Indicator 
1. Evaluation of graduates and trainees working for the domestic IT service companies, 

governmental organizations, and IT user corporations is enhanced.  
2. More than 80％ of the graduates from ITSC will (re)start to work as the IT service 

engineers 
3. The number of trainees (attending the short-term course) of the postgraduate course is 

increased in the Lao PDR. 
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Major Reasons 
– In the telephone interview conducted by the project in May 2013 with 11major 

companies that hire graduates of ITSC, the capacity of ITSC graduates was rated 
satisfactory. 

– The ratio of the graduates of ITSC who are engaged with IT related work is 95％. 
– The total number of the participants is making steady increase (accumulatively 774 

persons as of May 2013) 
 

 
3-1-7 Overall Goal: IT service industry is well-developed in the Lao PDR. 

Overall Goal4: Unlikely to be achieved within 3 years after Project completion 
Objectively Verifiable Indicator 
1. The ratio of the IT services in the GDP is increased.  
2. The ratio of the people working for the domestic IT service industry in the working 

population is increased. 
Major Reasons 
– Considering the number of graduates to be fostered at ITPM within 3 years, influencing 

the ratio of IT in GDP or the IT specialists’ ratio among all the workers in Laos is not 
probable. 

– The initial setting of the Overall Goal was too high to be realistic. 
 

 
3-2 Implementation Process 
(1) Activities 

Activities were mostly conducted as scheduled, except for 1) the system development work 
from external organization to reflect the technical needs into curriculum, and to generate income as 
incentives for lecturers, and 2) symposium for strengthening collaboration among the government, 
industry and academia.  As mentioned in Output 2 above, those aims were already achieved by 
other actions (fieldwork and Short-term Course), there was no negative effect to the project.   

 
(2) Monitoring system 

Monitoring was made based on 1) the weekly meeting among the managerial level, and 2) 
section-level.  Each manager reports the results of the weekly meeting at the managerial level 
weekly meeting, to get advice from Japanese experts and Project Manager. 
 
(3) Ownership of C/P 

Most of the activities are now done by counterparts, with the support of Japanese experts such 
as establishing initial set-up in basic framework and format, allocation of work in updating 
teaching materials, giving advice on technical and managerial aspects including all the major 
activities such as ITSC/ITPM, Short-term Courses and Incubation activities. 
 
3-3 Summary of Evaluation Results 
(1) Relevance  (Rather High)5 

The project direction is consistent with the government policies of Lao PDR and Japan.  The 
Seventh Five-year National Socio-Economic Development Plan (2011-2015) of Lao PDR 
emphasized the importance of promoting telecommunications and high-speed Internet as well as 
human resources development including engineers.  The ICT National Policy (2009 by NAPT) 
places the importance on human resources development in IT sector as well as development of IT 
sector itself.  Also on Japanese side, in MOFA's Country Assistance Policy to Laos (2012), the 
support in higher education and technical and vocational education is indicated in the third pillar, 
i.e., "establishment of educational environment and human resources development," with which 
JICA's assistance policy to Laos is in line with.  With regard to the needs of industry, fostering IT 
specialists are consistent with the needs of major private companies, which led to good reputation 

                                                        
4 Probability of achieving the Overall Goal within about 3 years after the project completion 
5 The rating was made in 4-scale rating（High as the best, Rather High, Rather Low, and Low as the worst.） 
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among the potential students.  On the other hand, it is less consistent with some private companies’ 
demands for securing IT specialists within minimum time range, because the project changed the 
duration of long-term courses from 1year to 2 years during implementation stage, as the TISC was 
upgraded into ITPM, i.e., master course  

 
(2) Effectiveness  (Rather High) 

All the indicators of the Project Purpose showed either almost achieved or achieved, leading 
to the conclusion of having the Project Purpose almost achieved.  In order to achieve the Project 
Purpose which is to develop human resources in the IT service industry, the project was designed 
to have each of the four Outputs play a certain role and to make contribution to achieve the Project 
Purpose, therefore having a logical linkage between the Outputs and the Project Purpose. 

 
(3) Efficiency  (Rather High) 

The following project design enhanced Efficiency, securing high quality of output with less 
input; 1) training with experts from Thailand, whose language is easier to understand by Laotian 
lecturers than English, 2) Utilizing academic programs such as Microsoft Academy, Oracle 
Academy, etc., which share about two thirds of the total teaching materials.  These materials are of 
high quality at international standard, can be distributed to students, and are automatically updated, 
so that the lecturers do not consume time for updating, and 3) the teaching materials developed by 
other JICA IT projects were utilized for one third of the total teaching materials, which resulted in 
saving time for developing new teaching material, and lecturers could concentrate on other 
activities. 

On the other hand, although a number of lecturers were assigned by the faculty, some lectures 
could not pass the tests at the technical transfer and thus could not remain as the Project 
counterparts, due to lack of experience.  Also, the assignment of Manager of ITBU which is 
responsible for Short-term Courses was very difficult, and the post had been vacant for 2 months, 
and the current manager is the third person in the position.  It is taking time to strengthen the 
management capacity of ITBU. 

 
(4) Impact  (Certain Positive Impact are observed) 

Probability of achieving Overall Goal within about 3 years after termination is very low, 
because the initial setting of the Overall Goal was too high. 

However, the following positive influence was observed at the undergraduate education at 
Faculty of Engineering, NUOL; 1) Improvement of education (due to enhanced capacity of the 
lecturers and  introduction of the same teaching materials at the undergraduate level), 2) revision of 
Curriculum (due to enhancement of master course education, some of the modules at the master 
level which should have been taught at the undergraduate, will be transferred to undergraduate 
curriculum from September 2013), 3) Satisfaction rating of lecturers by students has been 
introduced at Undergraduate Level, Faculty of Engineering. 

Incubation study tour to Thailand in 2013 that consists of university, government and industry 
led to the understanding of the concept and importance of incubation to the participants.  
Discussions and proposal-making have begun among the ministries on promoting incubation system 
in Laos regardless of the sectors.  No negative impact has been observed. 

 
(5) Sustainability  (Rather Low) 
     As for the policy aspect, the direction of promoting IT and its human resources will continue, as 
the government is going to step forward to realize e-government, e-commerce, etc., which may take 
time but will not be totally reverse. 

From organizational aspect, NUOL has a solid foundation as a national university with 
longest history in the country. In terms of personnel concerned, it is likely that most of the lecturers 
will stay at the university. However, there are some concerns such as the salary gap between the 
lecturers and the graduates, and the burden of workload to teach various courses, etc. are becoming 
too heavy. Also, it is still to be seen whether or not the management system of ITBU would be 
stable, and the study session would be continued after completion of the Project. 

In terms of financial aspect, maintaining and improving the quality of education at IT 
Department and securing the number of students to be enrolled in the future is essential, as all the 
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running cost for conducting ITPM (the masters course) and Short-term Courses are borne by the 
tuition fees. 

From technological aspect, the teaching capacity of lecturers is regarded to be mostly 
sufficient for teaching the courses. However, as the speed of technology change in IT sector is very 
rapid, it is essential that the lecturers keep up their knowledge with the rapid change by themselves 
after termination of the project to keep responding to the industry’s demand.  If the reputation and 
satisfaction level from the industry are decreased, the reputation of the Department among the 
students and candidates of trainees in IT industry will also be deteriorated, resulting in a possible 
decrease of new students/trainees. 
 
3-4 Factors contributing to project progress/effects 
(1) Factors related to Planning 

Utilization of teaching materials developed by other IT projects supported by JICA, 
international academic programs, and experts from Thailand and Singapore, etc. contributed to 
enhance efficiency. 
(2) Factors related to Implementation Process 

The way to enhance ownership of counterpart, such as lecturers conduct actual teaching as 
well as upgrading teaching materials by themselves, promoted capacity development of lecturers. 

 
3-5 Factors inhibiting project progress/effects 
(1) Factors related to Planning 

The setting of the Overall Goal at the time of project planning was too high. Affecting GNP 
ratio and the ratio of workers in the industry by human resources development project within 3 
years is not realistic. 
(2) Factors related to Implementation Process 

The change in duration of the long-term courses from 1-year ITSC to 2-year ITPM was less 
consistent with some private companies’ demands. 

 
3-6 Conclusion 
     Based on the results of the evaluation, overall, the Project has been steadily making progress 
towards achieving its Project Purpose.  In terms of the evaluation of IT courses, it is confirmed that 
the IT courses has met the expectation of many stakeholders through the questionnaire and the 
interviews.  Moreover, guidelines have been completed and those guidelines have contributed to the 
proper management at IT Department of the Faculty of Engineering.  Concerning the technology 
transfer to the lecturers of IT courses, this project has effectively and efficiently conducted the 
technology-transfer through inviting the IT experts from neighboring countries and utilizing the 
existing materials developed by JICA IT projects in other countries.  Furthermore, this project has 
supported the establishment of ITPM, which has started in January 2013 based on the successful 
achievement of ITSC. Establishing a Master Course is aligned to the policy of NUOL to set up 
Master Course on all departments until the end of academic year 2015.   
     Though the Project has made many achievements, there are a few points which need attention.  
First, direct impact to increasing the ratio of IT service industry in GDP cannot be achieved by 
simply producing certain number of graduates from IT courses and ITPM.  Second, to further 
enhance the sustainability of the Project, the quality of the IT course and the enrollment rate of the 
course should be carefully monitored to ensure financial sustainability.  Third, ITBU/LIBIC is at its 
very early stage and the real function as an Incubator is yet to be seen.       
      Based on the above, although there are a few points which need attention, the Project Purpose 
is almost achieved.  Therefore, it concludes that the Project will be terminated at the end of the 
project cooperation period, and the Lao side implementing agency will take full ownership 
afterwards.  Possible follow-up cooperation may be considered depending on the result of the ex-
post evaluation. 
 
3-7 Recommendation 
(1)  In order to maintain the quality of the IT courses, systematical evaluation of overall program, 
including the curriculum, teaching materials, equipment and lecturers of ITPM and Short-term 
courses should be conducted in a timely manner. To reflect the latest needs from the IT industry, 
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lecturers need to continuously up-date their knowledge, and revision of curriculum is recommended 
for every 3 years.  
(2)  Monitoring the change of enrollment rate of ITPM should be conducted. Based on the results, 
revision of pre-requisite may become necessary.    
(3)  Long-term commitment from Lao side is necessary to make incubator fully established in Lao 
through learning from the model in Thailand.   
(4)  Careful attention on the management capacity of ITBU is necessary. 

 
3-8 Lessons Learned 
(1) As developing the capacity of human resources in the IT industry requires acquiring advanced 

knowledge, in order to have an effective and efficient technical transfer, it is very important to 
find out the exact level of knowledge and experience the counterpart possess when designing 
the project.  Moreover, considering the necessity to acquire advanced knowledge and also to 
continuously up-date the knowledge, capacity building in IT field is very challenging and thus 
requires full commitment from both the partner country side as well as the development 
partner side. 

(2) Not always the Japanese model suites the best for the partner country.  In some cases, 
Japanese model is too advanced and neighboring countries’ model suites better.  When 
introducing a new concept (incubator) to a partner country, it takes time to have it fully 
established locally and commitment from the partner country is necessary.  
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第１章 終了時評価調査団の概要 
 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

 2000 年以降、周辺国が情報技術（Information Technology：IT）の活用による経済発展の加速化

を図っている一方、ラオス人民民主共和国（以下、「ラオス」と記す）では IT の利活用が遅れて

おり、他国との格差が一層拡大することが懸念されている。このような背景の下、高等ディプロ

マ以上の資格取得者が短期間で学士号を取得することを目的に、2003 年 4 月から 2008 年 3 月に

かけて、「ラオス国立大学工学部情報化対応人材育成機能強化プロジェクト」が JICA によって実

施された。その結果、大学学部レベルの IT 教育体制は確立したものの、教育内容はコンピュータ・

サイエンスを中心とした理論重視のものであり、現地 IT 市場が必要とする、実践的スキルを有す

るエンジニアの育成が今後の課題として明確となった。そのため、より実践的スキルを有する IT

人材を育成し、ラオスの IT サービス産業振興に貢献するため、2008 年 12 月から 2013 年 11 月ま

での 5 年間の予定で「ラオス国立大学 IT サービス産業人材育成プロジェクト（以下、「本プロジ

ェクト」と記す）」が開始された。2013 年 10 月現在、2 名の専門家（チーフアドバイサー、業務

調整/組織強化）が現地活動に従事している。 

 本プロジェクトでは、IT 関連学部卒業生を対象として、演習中心の講義と、実際のシステム開

発を行う 1 年間の IT 研究生コース（IT Specialist Course：ITSC）を設け、市場ニーズに見合う IT

エンジニアの育成に取り組んできた。なお、1 年間の ITSC は、2013 年 1 月から、2 年間の IT 実践

型修士コース（IT Practical Master Course：ITPM）に格上げされた。また、学生や教官が実践的な

IT スキルの開発を経験することを目的とした、IT 学科内会社（IT Dept. Business Unit：ITBU）が

設立され、本プロジェクトでは運営能力強化に取り組んでいる。さらに産学官連携強化に向けた

取り組みや、若手エンジニアの起業・就業支援を目的とした、ラオスで初の「インキュベーター」

が設置され、ITBU を中心に、IT サービス産業における起業・就業希望者への技術支援を行って

いる。 

 今回実施する終了時評価調査は、2013 年 11 月のプロジェクト活動終了を控え、プロジェクト

活動の実績、成果を評価、確認するとともに、活動の持続性を念頭に置いた、今後のプロジェク

ト活動に対する提言及び類似事業の実施にあたっての教訓を導くことを目的として、実施された。 

 

１－２ 調査団の構成 

 

担 当 氏 名 所 属 

団  長 神谷 まち子 JICA ラオス事務所 次長 

評価分析 濱田 真由美 ㈶国際開発高等教育機構（FASID） 

協力企画 1 戸谷 幸一 JICA ラオス事務所 所員 

協力企画 2 Daovanh  SENGHALATH JICA ラオス事務所 ナショナルスタッフ 

 

１－３ 調査日程 

現地調査期間 2013 年 5 月 28 日（火）～ 6 月 13 日（木） 17 日間 
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日順 日 付 行  程 

1 5/28 火 成田→バンコク→ビエンチャン（濱田団員） 

2 5/29 水 

 8:30 JICA ラオス事務所訪問 

 9:00 井出専門家、平藤専門家へのヒアリング 

13:30-16:30 IT 学科長へのヒアリング（Mr. Somphone） 

3 5/30 木 

 9:30-11:00 ITBU 責任者へのヒアリング（Ms. Sengmany） 

14:00-15:00  ラオス電気通信公社（ETL）訪問 

15:00-16:00  卒業生へのインタビュー（ETL） 

4 5/31 金 

10:00-10:30 ラオス国立大学（NUOL）表敬（副学長 Dr. Saykhong） 

13:30-14:30 インキュベーター責任者へのヒアリング（Ms. May） 

15:00-15:30 インキュベーター入居者へのヒアリング（LaoDigi） 

5 6/1 土  資料整理 

6 6/2 日  資料整理 

7 6/3 月 

AM  

・郵政通信省（MPT） ラオスインターネットセンター 表敬訪問 

・ITPM 講師へのヒアリング 

PM MPT IT 課への表敬訪問（Ms. Vimonta, Mr. Senglathamy） 

8 6/4 火 

 9:00-10:00 NUOL 工学部長及び副工学部長へのヒアリング 

10:30-12:00 商工省（MOIC） 中小企業振興局への表敬訪問 

13:30 科学技術省（MST） IT 局への表敬訪問 

14:30 ラオス情報通信技術商工会（LICA）へのヒアリング（カリキュラ

ム・ボードメンバー） 

15:30  DATA COM へのヒアリング 

9 6/5 水 

10:00-11:30 ITPM 在学生へのヒアリング 

11:30-12:00 インキュベーター入居者へのヒアリング（AMZCRESSERE） 

PM  ラオス日本センター（LJI） 

10 6/6 木 

 9:00-10:30 教育スポーツ省（MOES） 高等教育局 表敬訪問 

10:30 Soutsaka College 訪問 

PM 団内協議 

11 6/7 金 終日 団内協議 

12 6/8 土 資料整理 

13 6/9 日 資料整理 

14 6/10 月 ミニッツ（M/M）作成 

15 6/11 火 NUOL 工学部との M/M 協議、修正 

16 6/12 水 
AM  NUOL 工学部との M/M 協議、修正 

PM NUOL 副学長との M/M 協議、修正 

17 6/13 木 

AM 団内 M/M 協議、修正 

PM  

・合同調整委員会（JCC）、M/M 署名 

・21:50 ビエンチャン発（濱田団員） 
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１－４ 主要面談者 

 

面談者名 役 職 所属機関 

1. ラオス国立大学（National University of Laos：NUOL） 

Dr. Saykhong SAYNASINE Vice President NUOL 

Dr. Boualinh SOYSOUVANH Dean Faculty of Engineering 

Dr. Khamphoui SOUTHISOMBATH Vice Dean Faculty of Engineering 

Mr. Somphone KANTHAVONG Head of Department Department of CE/IT 

Dr. Vimontha KHIEOVONGPHACHAN Assistant Manager Department of CE/IT 

Ms. Sengmany XAYASENG Manager of ITBU Department of CE/IT 

Mr. Senglathsamy 

CHANTHAMINAVONG 

Network team's leader Department of CE/IT 

Ms. Thavisone MOUNLASANE Acting manager of LIBIC Department of CE/IT 

Mr. Hiroyuki IDE Chief Advisor Project for Human Resource 

Development  

in IT Service Industry at 

NUOL 

Mr. Tsuneo HEITO Project Coordinator/ 

Institutional 

Capacity Development 

Project for Human Resource 

Development  

in IT Service Industry at 

NUOL 

2. 教育スポーツ省（Ministry of Education and Sports：MOES） 

Mr. Khamphao CHANPHENGXAY Deputy Director General Department of Higher 

Education, MOES 

3. 郵政通信省（Ministry of Post and Telecommunication：MPT） 

Mr. Minaxay PHILAVONG Director Division of Voice and 

Internet Gateway 

Mr. Oudasack LASOUKANH Director Division of Promotion and 

Development 

4. 科学技術省（Ministry of Science and Technology：MST） 

Mr. Keonakhone SAYSULIANE Director General  Information Technology 

Department 

Mr. Souliya SENGDALAVING Chief Promotion Development 

Division 

5. 商工省（Ministry of Industry and Commerce：MOIC） 

Mr. Somdy INMYXAY Director General  Department of SME 

Promotion（DOSMEP） 

Mr. Singeun SOUKHAPHONH Director International Cooperation 

Division 

6. スクサ大学 

Mr. Vanhkham SOULIGNAO Director Soutsaka College 
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Dr. Soutsaka BOUNMANIT Senior Advisor Soutsaka College 

7. ラオス情報通信技術商工会（Lao ICT Commerce Association：LICA） 

Mr. Thanousone PHONAMAT Vice President  LICA 

Mr. Keovisouk DALASANE Consultant   

8. 民間企業 

Mr. Anouluck PHANNIVONG Assistant Manager AMZ Group 

Mr. Dethaksone Bounsavath Operation Manager LaoDigi 

Mr. Thanongsinh KANLAGNA CEO DATA COM 

Mr. Thavisak MANODHAM Director ICT Division, ETL Public 

Company 

9. ラオス日本センター（Laos-Japan Human Resource Development Institute：LJI） 

Assc. Prof. Aloun SILATTANAKOUN Director  LJI 

Mr. Toshio KINOSHITA Chief Advisor Project for the Capacity 

Development of  

Business Persons through LJI 

Mr. Akira MIYOSHI Project Coordinator Project for the Capacity 

Development of  

Business Persons through LJI 

10. IT 修士コース 学生 

Mr. Vithanya SOUTHAMMAVONG Student  Software Engineering Course 

Ms. Somsanouk XAYYAVONG Student  Software Engineering Course 

Mr. Soudta NEUMASA Student Network Engineering Course 

Mr. Saleunsouk Student Network Engineering Course 

Mr. Kita SITTHIHUKPANYA Student Network Engineering Course 

 

１－５ 終了時評価の方法 

 ラオス側及び日本側評価チーム双方は、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト及

び持続性）に沿ってプロジェクトの評価を行った。評価 5 項目については以下のとおりである。 

 

（1）評価の枠組み 

終了時評価調査はプロジェクトへの提言及び将来に向けた教訓抽出を目的とし、以下の検

証に基づき行われた。 

① プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）に沿ったプロジェクトの実績 

② 実施プロセス（どの程度、どのように活動が実施されたか） 

③ 以下に示す評価 5 項目 

 

（2）評価 5 項目 

上記①及び②を通じて収集された情報に基づき、プロジェクトは JICA 評価ガイドライン

に沿って以下の観点から分析された。 
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1） 妥当性 

妥当性は、プロジェクト目標及び上位目標とラオス政府の開発政策、わが国の援助政策

及び受益者ニーズ等との整合性等を指す。 

 

2） 有効性 

有効性は、計画に対するプロジェクト目標の達成度及びプロジェクトによりその効果が

もたらされたか否かをみる概念である。 

 

3） 効率性 

効率性は、実施プロセスの生産性であり、投入がいかに効率的にアウトプットに転換さ

れたかを検証する。 

 

4） インパクト 

インパクトは、プロジェクト実施による直接・間接の正負の影響を指し、上位目標の達

成度または達成見込みを含む。 

 

5） 持続性 

持続性は、政策面、技術面、組織制度及び財政面から、協力終了後も当該国によってプ

ロジェクトによる効果が継続して維持される見通しにつき判断する。 

 

（3）情報源 

本評価調査では、次の情報源が活用された。 

① プロジェクト実施前及び実施中に両国が合意した以下を含む文書 

・ 討議議事録（Record of Discussions：R/D） 

・ ミニッツ（M/M） 

・ プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM） 

・ 活動計画（Plan of Operations：PO） 

・ その他 

② 両国の投入及びプロジェクト活動に関する記録 

③ プロジェクトによるアウトプット及びプロジェクト目標の達成状況を示すデータと

統計資料 

④ カウンターパート（C/P）、日本人専門家、ITSC 卒業生・ITPM 在校生、及び関係機関

職員に対するインタビュー及び質問票調査結果 
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第２章  評 価 
 
２－１ プロジェクトの実績 

２－１－１ 投 入 

（1）日本側投入 

1） 日本人専門家派遣 

長期専門家 3 名（指導科目：チーフアドバイザー、業務調整、業務調整/組織強化、合

計 117 人月）及び短期専門家（指導科目：Database Administration×8 回、Programming and 

Database×3 回、Server Administration×5 回、Information Security×1 回、Teamwork/Leadership

×1 回、合計 20 人月）が派遣された。 

2） 機 材 

コンピュータ、プロジェクター、IT 関連機材、机、椅子、棚、キャビネット、車両等

が付属資料 Annex 3-1 のとおり供与された。 

3） ローカルコスト負担 

ローカルコストとして 2,509 万 195 円が負担された。内訳は表２－１のとおりである。 

 

表２－１ 日本側ローカルコスト負担額 

（単位：円） 

年度 ローカルコスト 

2008 1,369,335 
2009 2,927,112 
2010 4,418,585 
2011 8,116,542 

2012 8,258,621 
合計 25,090,195 

出所：JICA 提供情報に基づき調査団作成 

 

4） 施設建設 

講師執務室及び IT ラボラトリーが建設され、プロジェクト活動に活用された。 

 

（2）ラオス側投入 

1） C/P 

客員講師 7 名及び事務スタッフを含む 28 名の C/P がプロジェクトに配置された。 

2） ローカルコスト負担 

C/P の給与、電気代、水道代、インターネット通信費用をラオス側が負担した。

ITSC/ITPM のランニングコストとして、9,911 万 9,000 Kip1が授業料から賄われた。 

3） 施設及び機材 

試験センター用コンピュータ 5 台、警備用ドアロール 4 セット、カーテン 5 セットの

計 4,586 万 4,000Kip が投入された。 

                                                   
1 データは 2011 年 1 月から 2013 年 3 月の長期コースに係る経費支出額のみを示す。他のデータは得られなかった。 
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２－１－２ 成 果 

 

成果 1：NUOL 工学部 IT 学科において ITSC が適切に運営される。 

指標 

1-1. 短期コースガイドライン、教員評価ガイドライン、受託開発ガイドライン、図書利用

ガイドライン及び ITSC、ITBU の運営に必要とされるガイドラインが作成され、IT 学

科長によって承認される。 

1-2. 受講者の募集、選抜、成績評価及び卒業認定が適切に行われる。 

 
成果 1 の達成状況：プロジェクト終了までに達成見込み 

 
（1）指標 1-1（ガイドラインの作成、及び IT 学科長による承認）：プロジェクト終了までに

達成見込み 
短期コースや長期コース（ITSC/ITPM）に関連する各種ガイドライン（教員を含む職員

評価ガイドライン、オペレーションガイドライン、会計ガイドライン）及び職務記述書と

就業規則、施設賃貸規定等、表２－２に示すとおり、ほとんどは完成また IT 学科長の承認

が得られている。 

図書館利用ガイドラインの開発は終わっていないが、図書館メンバーカードのフォーム

は作成されている。ガイドラインは協力期間内に開発完了・承認される見通しである。 

 

表２－２ プロジェクトで開発されたガイドライン 

 ガイドライン名 

1 ITBU サービスに関する会計ガイドライン 

2 ITSC ユニットに係る職務記述書と就業規則（プロジェクトマネジャー及び

正規講師陣） 

3 一般コース及び委託コースに関するオペレーションガイドライン 

4 ITSC ユニットに関する支払い及び職員評価ガイドライン 

5 ITBU に係る施設賃貸規定 

6 ITBU に関する研修コースガイドライン 

出所：プロジェクト提供情報に基づき調査団作成 

 
（2）指標 1-2（受講者の募集、選抜、成績評価及び卒業認定の適切な実施）：達成されている 

工学部 IT 学科の長期コースの受講者募集、選抜、成績評価、卒業認定は、NUOL のルー

ルに基づき、同大学内の Post Graduate Section の管理下で行われている。例えば、受講者の

募集に関しては工学部から Post Graduate Section に関係書類を提出、大学本校（担当副学長）

の承認後に試験を実施している。また試験実施後も、試験結果を Post Graduate Section に提

出、大学本校の承認後、試験結果（合格者）が確定される。卒業認定も同様に大学が定め

たカリキュラム標準に基づき必要単位数が定められており、生徒の成績も工学部から大学

本校に提出、大学本校が承認、大学本校から卒業証書が発行される。過去の実績は以下の

とおりである。 
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表２－３ 過去の実績 

 合格者数 入学者数 卒業生数 

ITSC 第 1 期生 45 42 37 

ITSC 第 2 期生 56 29 29 

ITPM 第 1 期生 35 34 NA（在籍中） 
出所：プロジェクト提供情報に基づき調査団作成 

  

このように大学のルールにのっとり、プロセスの一つ一つにおいて、工学部は大学本校

から承認を得ながら実施していることから、おおむね良好に運営管理されており、大きな

問題はみられない。プロジェクト専門家からのヒアリングにおいても受講者の募集、選抜、

成績評価、卒業認定等はルールに基づき厳格に実施されているとの説明であった。 

 

成果 2：NUOL 工学部 IT 学科において IT 学科内会社が適切に運営される。 

指標 

2-1. IT 学科内会社の事業計画に沿って、事業が適切に運営管理されていることが、IT`学科

長に報告、承認される。 

2-2. IT 学科内会社は、産官からシステム開発に関する業務を、有償で受注できるようにな

る。 

2-3. インキュベーション・ブースのうち、3 カ所以上が使用されている。 

 
成果 2 の達成状況：ある程度達成されている 

 
（1）指標 2-1（学科内会社 ITBU の適切な事業運営管理）：ある程度達成されている 

短期コースは、ラオスの会計年度当初に策定される ITBU の年間計画に沿って運営管理

されている。短期コースの実施結果は、各コースの終了時、及び会計年度終了時に IT 学科

長に報告され、その承認を受けている。おおむね計画どおりに実施されているが、年間計

画策定及び報告が若干遅延する場合もある。この背景として、ITBU のマネジャーがプロ

ジェクト期間中に何度か交代となり、かつ一時期ポストが空席のときもあったなど、体制

は少し不安定であり、中間レビュー後に配置された 3 人目のマネジャーの下で現在体制を

再構築中であることがいえるかもしれない。 

開講したコースについてのフィードバックを得るため、短期コース終了日に受講生に対

し講師とコース全体に関するアンケートは実施されているが、傾向や改善点把握のための

アンケート結果の集計・分析は行われておらず、次コース改善のために活用されるところ

までは至っていない。 

長期コース（ITSC 及び ITPM）に含まれる実践的モジュールである短期コースは、基本

的に夜間または週末に実施されている。短期コースの受講機会はだれにも開かれているも

のの、ほとんどの受講者は IT 実務者となっている。短期コースのランニングコストは受講

費によって賄われており、プロジェクト開始当初の準備期間を除き（コース開始前の準備

段階には、教員のカリキュラム開発に関し謝金が支払われた）、NUOL や政府予算からの

支援は受けていない。短期コース実施により得られた収入は、実施にかかわった教員とス
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タッフに対するインセンティブとして、当初計画に沿って、ガイドラインに記載された規

定に基づき支払われている。 

ITBU の体制、また短期コースの適切なフィードバック等、幾つか課題はみられるもの

の、おおむね年間計画に基づき短期コースを実施していることから、総合的に勘案して、

本指標はある程度達成されていると判断される。 

 

（2）指標 2-2（有償のシステム開発受注）：代替活動で目的の意図は達成されている 

ITBU による有償でのシステム開発の意図は、システム開発を通じ、教員の開発スキル

を向上また測ることであるが、終了時評価時点で、ITBU ではこれまで、政府または民間

企業からの有償システム開発を受注していない。その理由は、①開発依頼はあるものの、

また技術的に対応可能な教員も存在するものの、教員が他のプロジェクト活動で多忙にな

り対応する時間がないこと、②長期コース（ITSC/ITPM）では政府もしくは民間企業にお

いて実際の作業を経験するフィールドワークが必須科目となっており、教員は学生の指導

監督として学生とともに実際のフィールドワークに参画 することから実務経験を得る機

会が既に確保されたこと、またこれまですべてのフィールドワークは完了していることか

ら教員が一定能力を有していることも確認できること、③短期コースによる収入向上が顕

著となったため、教員へのインセンティブが確保されたこと、の 3 点による。有償システ

ム開発の計画当初の目的は主に前述の②の活動により達成されたことから、この受注を行

わなかったことによるプロジェクトへの影響は生じておらず、よって本指標は代替活動に

より目的は達成されていると判断される。 

なお、有償でのシステム開発についてはそのオプション自体を放棄したものではなく、

プロジェクト協力期間中、有償でのシステム開発については引き続きその可能性を検討し

ていることから当該指標の改訂は行われていない。 

 

（3）指標 2-3（インキュベーション・ブースの入居数）：達成されている 

当該指標は、中間レビューの結果追加されたものであり、その意図はインキュベティー

たる起業家を支援すること、また彼らとのやりとりや質問への回答等を通じて、教員のさ

らなる能力強化を図ることであった2。インキュベーションの主な柱として、①技術面の助

言、②マーケティング支援、及び③登録支援が挙げられる。 

終了時評価時点でインキュベーション・ブースは指標として設定されている 3 室は入居

済みであり、さらに 1 社がブースへの入居はせずに技術面の助言のみを受ける契約を締結

している。また、現在インキュベーション・サービスに関し、新たに 2 社から照会を受け

ている。インキュベーター契約 4 社のうち、最も早く ITBU と契約を締結したのは 2012 年

3 月、最も新しく契約を行ったのは 2013 年 3 月となっている。以上を踏まえ、本指標は達

成されている。 

                                                   
2 プロジェクト計画立案時においては、インキュベーション活動（この時点ではプロジェクトのコンポーネントとして組み入

れるか否かは未確定であった）の目的は長期コース及び短期コース修了者で起業家をめざす者に対し、事業が軌道に乗るま

での間、さらなる支援を行うことが目的と考えられていた。しかしながら、実施期間中にプロジェクトチームの認識に変化

が生じ、より幅広いタイプのインキュベティーを受け入れるようになった。この変化は、タイへのインキュベーション・ス

タディツアーの結果もたらされた。タイでは多くの起業家がまず企業に就職し、数年後に起業家として独立をめざすことが

明らかになったためである。 
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他方、指標自体は達成しているものの、これらのインキュベーター入居者はたまたま既

に一定レベルの技術力と新製品を有していたことから、教員による技術面の助言は必要と

されておらず、教員による助言はまだほとんど開始されていない。インキュベーション活

動はまだフル稼働ではなく、初期の段階での活動を開始した状況にあるといえる。 

 

表２－４ インキュベティーと主要製品 

No. 会社名 開始時期 主な製品・事業 

1 Laosanghanh Co. Ltd. 

(LSF) 

2012 年 3 月 ホテル・レストラン情報の提供 

 

2 LaoDigi 2012 年 11 月 デジタルコンテンツ、e ブックス 

3 AMZ Cressere 2013 年 2 月 ウェブサイト「ラオ・ココ」（ヤフーの

ようなポータルサイト） 

4 Sue Khueng 2013 年 3 月 e コマース、オンラインショッピング 

出所：インキュベーション活動責任者へのインタビューに基づき調査団作成 

 

これまでのところ、インキュベティーのなかに ITSC 卒業生及び短期コース受講者は含

まれていない。日本人専門家チームへのインタビューによれば、ITSC 卒業者のほとんどは

大企業への就職を希望しているが、3 年程度経過すれば、その一部はタイのようにインキュ

ベティーになる可能性がある。教員がインキュべーター入居者に対し実際に最新の IT 製品

に関する助言を与える経験から気づきや学びを得ることが期待されており、それらが学生

への指導やカリキュラム開発に反映されていくことが重要である。 

インキュベティーは 3 カ月ごとに進捗報告書を提出する決まりとなっているが、2012 年

3 月開始の 1 社を含め、いずれもラオス IT ビジネスインキュベーターセンター（Lao IT 

Business Incubator Center：LIBIC）に対し報告書を提出していない。 

 

成果 3： ITSC 担当教員及び将来に修士コースを担当する教員のソフトウェアエンジニアリ

ングに関する実践的スキル及び指導力が強化される。 

指標 

3-1. 受講生による教員への満足度（評価）が向上する。 

3-2. IT 学科内会社で行うシステム開発の成功数が向上する。 

 
成果 3 の達成状況：おおむね達成されている 

 
（1）指標 3-1（学生・受講生による教員に対する満足度評価）：おおむね達成されている 

2013 年 5 月に行われた ITPM の学生による教員に対する満足度評価の結果を 2011 年実

施の ITSC 学生による同評価の結果と比べると、表２－５3に示すとおり、大きな変化はみ

られない。しかしながら、2 回の評価とも回答者の 90％以上がポジティブな評価をしてお

り、十分高い評価を得ていることから、総合的に勘案して、本指標はおおむね達成されて

いると判断される。 

                                                   
3 修業年限その他により、ITSC と ITPM の学生間には性質及び認識に差がある可能性もあるが、終了時評価時点で ITPM は在

学中の一期生のみであり、ITPM のみを比較することはできない。 
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また短期コースについては、平均点等、これまでの受講者アンケート結果の取りまとめ

は行われていないため、十分な検証を行うことはできないが、短期コースの責任者である

ITBU マネジャーとのインタビューによれば、6 段階評価（0～5）で 3 または 4 をつける受

講生が多い印象とのことである。ただし、同氏によると、一部若手教員のなかには経験不

足から、現場での実務経験を有する IT 実務者を対象とする短期コースで教えるのは厳しい

者もいるようである。短期コースについても一定の満足度を得られていることから、本指

標はおおむね達成されていると判断される。 

 

（2）指標 3-2（システム開発の成功数）：代替活動で目的の意図は達成されている 

ITBU ではこれまで有償システム開発を外部から受注していないため、その「成功案件」

は存在しない。しかしながら、成果 2 の指標 2-2 の達成状況につき既に述べたとおり、当

初目的の意図は代替活動で達成されていることから、指標 2-2 と連動する本指標について

も代替活動で目的は達成されていると整理される。 

 

（3）その他の重要な観点 

1） 教員への集中的な技術移転により、世界標準の資格を取得した教員数が増加した。教

員が取得した資格数は表２－６のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ITSC   中 レビュー 
時 （ 201 年 6月 ） 

ITPM   終了時評価時

（ 2013 年 6月 ） 変化 
割 (%) 割合 (%) 割合 (%) 

1 時間厳守 はい 98% 94% -4% 
いいえ 2% 6% 4% 

2 課題 の 取り扱い範囲 ( 適切性 ) はい 96% 98% 2% 
いいえ 4% 3% -1% 

3 説明 ( 有無 ) はい 98% 96% -2% 
いいえ 2% 4% 2% 

4 指導内容 の 適切度 はい 98% 97% -1% 
いいえ 2% 3% 1% 

5 質問 に 対 する 回答 の 正確度 はい 99% 98% -1% 
いいえ 1% 3% 2% 

出所：2013 年 6 月のプロジェクト提供データ及び 2011 年中間レビュー報告書に基づき調査団作成  

表２－５ 長期コース学生による教員に対する評価の比

No. 質問 回答 
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2） IT 関連業務に従事する ITSC 卒業生に対する小グループインタビューにおいて「ITSC

教員の知識・技術はどの程度良いか？」との質問に対し、5 段階で 4 名中 2 名が 5、残

り 2 名が 4 と回答している。サンプル数が小さいため一般化はできないものの、卒業生

の教員に対する評価は比較的高い可能性がある。 

3） 教員に対する技術移転状況については、中間レビュー調査団により、ネットワーク・

チームに比べソフトウェアエンジニアリング・チームの技術移転が遅延していることが

指摘された。遅延の主な原因は基礎数学力不足にあり、これを受けてプロジェクトでは、

①教員がシンプルなプログラミング・ソフトウェアを用いて論理的思考力及び基礎力向

上を図る、②学生はプロジェクトが開発したオンラインの数学演習プログラムを行う、

等の取り組みを行った。 

 

成果 4：実践的なソフトウェアエンジニアリング・スキル及びビジネス・スキルを習得する

ための ITSC 及び修士コースが整備される。 

指標 

4-1. ITSC 全般に対する受講生の満足度が高くなる。 

4-2. カリキュラム、シラバス、教材が定期的に更新される。 

4-3. 外部有識者（産官）が参加するカリキュラム・ボードが毎年開催される。 

 
成果 4 の達成状況：おおむね達成されている 

 
（1）指標 4-1（コース全体に対する ITSC の学生による満足度評価）：おおむね達成されてい

る 

長期コース、すなわち ITSC（1 年間コース）及び ITPM（2 年間コース）が実施され、

その応募者数及び入学者数は表２－７のとおりであった。 

 

 

 

NUOL 教員 客員講師 
1. 商用資格 

Oracle   SQL 11g 4 3 
Oracle   OCA 10g 1 1 
Oracle OCJP (Java) 2 1 
Cisco CCNA 4.0 3 0 
Vmware ICM 1 0 

小   計 11 5 
2. インストラクター 資格 

Cisco CCNA Instructor 5 5 
小   計 5 5 
合   計 16 10 

出所：プロジェクト提供   

表２－６ 商用資格及びインストラクター資格保有者数 
2013 年 5 月 24 日付 
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表２－７ ITSC/ITPM の応募者数と入学者数 

 コース/期 期間 応募者数 学生数 

1 ITSC  第 1 期 2010 年 10 月～2011 年 8 月 88 42 

2 ITSC  第 2 期 2011 年 10 月～2012 年 8 月 59 29 

3 ITPM  第 1 期 2013 年 1 月～2014 年 8 月 99 34 

4 ITPM  第 2 期 2013 年 10 月～2015 年 8 月 （予定） （予定） 

合 計 246 105 

 

ITSC 第 1 期生及び第 2 期生からコース全体及び施設に関しフィードバックを得るため、

プロジェクトのチーフアドバイザー及びその秘書により、卒業直前にインタビューが行わ

れているが、コース終了時にアンケート調査を実施して体系的にコース全体を評価するま

でには至っていない。 

一方、ITSC 卒業生及び ITPM 在校生に対する小グループインタビューでは、長期コース

全体に関する学生の評価はおおむね高い。卒業生は 5 段階評価で平均 4.5 と回答している

（参加者 4 名中）。サンプル数が小さいことから一般化はできないものの、インタビュー

を受けた ITPM 1 年生のほとんども、コースについて良いと考えている。他方、なかには

教員の経験が不足しているとのコメントもあった。 

比較できるデータがないことから、満足度の向上について十分な検証はできないが、得

られた回答から、これまでの卒業生及び在校生ともコースについて一定の満足度を示して

いることから、総合的に勘案して、本指標はおおむね達成されていると判断される。 

 

（2）指標 4-2（カリキュラム、シラバス、教材の定期的更新）：おおむね達成されている 

2012 年に、日本人専門家の指導の下、シラバス及びカリキュラムの 3 分の 1 が更新され

た。実際の改訂にあたっては他国で実施された JICA の IT プロジェクトで作成された教材

をベースに使いつつ、必要な加筆・修正を行い、教材開発を行った。教材の執筆作業はラ

オス側教員が行い、日本人専門家はサポート役に徹し、ラオス側のオーナーシップを高め

た。またカリキュラムの残り 3 分の 2 は、マイクロソフト・アカデミー、オラクル・アカ

デミー、シスコ・アカデミー、VM ウエア・アカデミー等のアカデミック・プログラムを

活用した。これらの教材は国際水準で品質が確保されているだけなく、インターネットか

らのダウンロードにより内容が自動更新されることから、効率よくカリキュラムが更新さ

れる仕組みが導入された。以上を踏まえ、本指標はおおむね達成されていると判断される。 

 

（3）指標 4-3（外部リソースパーソンを招いたカリキュラム・ボードの開催状況）：達成され

ている 

カリキュラム・ボードは、2010 年より 2012 年まで年 1 回ずつ、省庁及び民間企業から

の参加を得て開催された。カリキュラム・ボードは大学が考えているカリキュラムに対し、

官民の有識者から意見を聞く場であり、科目の追加（Oracle Database Administrataion の科

目をネットワーク専攻学生の科目からプログラミング専攻の学生も受講できるよう選択

科目とした、また Virtual Machine を科目に追加等）に係る助言やコースで使用するソフト

ウェアの製品についての助言を得る等、大学が提供するカリキュラムの充実に寄与してい



－14－ 

る。よって本指標は達成されている。 

 

成果 5：産学官の連携が強化される。 

指標 

5-1. 産学官との合同セミナーが毎年開催される。 

5-2. 産官の客員講師による講義が一定の割合で実施される。 

 
成果 5 の達成状況：達成されている 

 
（1）指標 5-1（産学官との合同セミナーの開催状況）：達成されている 

産学官各界の参加を得てラオス IT 産業の最新状況を把握する機会を設けることを目的

としたスタディ・セッションが、2009 年から 2012 年まで年 1 回、計 4 回実施された。2010

年には参加者が急増して 47 名となったが、2011 年以降は減少がみられる。なお、2012 年

には政府及び公共セクターの参加者がやや減少しているが、これは現地コンサルタントに

よるスタディ・レポート提出の遅れにより、スタディ・セッションが年度末に実施された

ことが原因となっている。 

 

 

 

 

 

 
 

 

IT フェスタは当初計画におけるシンポジウム開催に代わるものとして、2011 年 3 月に開

催され、25 件の講演、及び会計やホテル予約等に関するソフトウェアの紹介が行われた。

IT フェスタは 2013 年にも開催される予定となっている。 

以上を踏まえ、本指標は達成されている。 

 

（2）指標 5-2（政府及び産業界からの客員講師による講義状況）：達成されている 

日本人専門家による技術移転を受けて合格しプロジェクトから客員講師として認めら

れた 8 名のうち、5 名が客員講師（政府職員 2 名、産業界 2 名、フリーランス 1 名）とし

て、短期コース及び ITSC/ITPM で教えている。具体的にはカリキュラムの一部である Oracle 

Database Administrataion、Cisco CCNA、CCNA Security、Java Programing 等の科目を教えて

いる。客員講師による授業は、これら外部人材に対し講師となるための訓練機会のみなら

ず、情報や人的ネットワークを提供することにもなった。以上を踏まえ、本指標は達成さ

れている。 

 

 

 

 

2009 2010 2011 2012 
政府 / 公共 セクター 6 16 10 3
産業界 13 19 9 12 
大学 （ C /P を 含 む ） 7 12 5 6

合   計 26 47 24 21 
出所：プロジェクト提供データに基づき調査団作成  

表２－８ スタディ・セッション参加者 
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２－１－３ プロジェクト目標 

 

プロジェクト目標：NUOL 工学部 IT 学科による ITSC を通じて、IT サービス市場に応じた人

材が育成される。 

指標 

1. 国内 IT サービス企業、政府組織、IT ユーザー企業で従事する卒業生及び受講生の評

価が高くなる。 

2. ITSC（長期コース）の卒業生数の 80％以上が IT サービス市場において就職する。 

3. ラオス国内において、ITSC（短期コース）の受講生数が増える。 

 
プロジェクト目標の達成状況：おおむね達成されている 

 
（1）指標 1（就職先による卒業生への評価）：おおむね達成されている 

ITSC 卒業生の主要就職先 11 社（第 1 期及び第 2 期卒業生で IT 関連業務に就職している

59 名中、48 名が就職する民間企業及び公共機関）に対しプロジェクトが実施した電話イ

ンタビューによれば、5 段階評価4で ITSC 卒業生に対する評価の平均値は 3.7 となってい

る（11 社中、5 段階評価の質問に無回答であった 1 社を除く）。特筆すべき点として、ITSC

卒業生の最大の就職先（過去 2 年間に 16 名の卒業生が就職）である公社の ETL は ITSC

卒業生の質について、海外留学経験者にはかなわないものの、他のラオス国内大学・教育

訓練機関卒業者に比べて能力は高いとみており、ラオス国内での学位修得者のなかでは

ITSC 卒業生は高く評価されているといえる。 

なお、プロジェクト目標の指標 1 には、ITSC 第 1 期卒業生に対する就職先による評価を

ベンチマークとする計画となっていたものの、第 1 期生に対する調査が遅れ、2013 年 5 月

末に第 2 期卒業生と同時に（両学年を区別せず）上記電話インタビューが行われた。この

ため、第 1 期生と第 2 期生との比較で評価が高くなるという点については十分な検証はで

きないが、企業側の回答の平均値が 5 段階中 3.7 であること、加えて他のラオス国内大学・

教育訓練機関卒業者と比べ能力が高いとのコメントが企業から出されており、採用した企

業側は ITSC 卒業生についておおむね満足を示しているといえることから、総合的に勘案

して、本指標はおおむね達成されていると判断される。 

 

（2）指標 2（ITSC 卒業生の 80％以上が IT サービス市場に就職）：達成されている 

ITSC 卒業生で IT 関連の業務に従事している者の割合は、第 1 期・第 2 期卒業生合計 62

名中、59 名となっており、卒業生の 95％が IT サービス産業に従事している。このことか

ら、本指標は達成されている。就職先の内訳は、表２－９に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

                                                   
4 5：非常に良い、4：良い、3：普通、2：悪い、1：非常に悪い 
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表２－９ ITSC 卒業生就職先 

第 1 期生（2010～2011） 卒業生数  第 2 期生（2011～2012） 卒業生数 

銀行 12  通信系 12 

通信系 10  政府機関 5 

水道公社 3  銀行 4 

大学 1  公社 3 

運輸系 1  鉱工業 2 

その他 5  大学 1 

就職者合計 32  就職者合計 27 

学業継続（1）、無職（1） 2  学業継続（1） 1 

卒業者合計 34  卒業者合計 28 

割合（％） 94.1  割合（％） 96.4 

出所：プロジェクト提供資料に基づき調査団作成 

 

（3）指標 3（短期コース受講生数の増加）：達成されている 

短期コース受講者数は 2013 年 5 月現在で合計 774 名であり、うち 607 名が合格、167 名

が不合格となっている。コース数及び受講者数は 2009 年以降増加を続けており、特に 2012

年には顕著な伸びを示している。よって、本指標は達成されている。 

 

表２－10 短期コース実施件数と受講者数 

年 コース数 
受講者数と成績 

計 合格 不合格 審査中 

2009 1 12 10 2 0 

2010 15 146 93 53 0 

2011 18 210 152 58 0 

2012 26 322 271 51 0 

2013 9 84 81 3 0 

合計 69 774 607 167 0 

注：上記年は通常の大学の年度と異なり、1 月から 12 月で整理されている。 

出所：プロジェクト提供資料に基づき調査団作成 

 
２－１－４ 上位目標 

 

上位目標：ラオス国において IT サービス産業が発展する。 

指標 

1. GDP に占める IT サービスの割合が増加する。 

2. 就労人口に占める IT サービス従事者の割合が増加する。 

 
上位目標の達成見込み：協力終了以後 3 年程度での達成見通しは低いが、着実にその方向に向

かって進捗している 
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協力終了後 3 年後程度で、ITSC/ITPM 卒業生輩出が GDP に占める IT サービスの割合の増加、

及び就労人口に占めるITサービス従事者の割合の増加をもたらすということは、卒業生数の規

模（2013 年6 月現在、卒業生62 名、2014 年8 月時点で ITPM 昼間コースで21 名が卒業見込み）   

からみて考えにくい（短期コース受講生及び ITPM 夜間コース学生のほとんどは既に IT 関連業

務に就業している社会人であることから、IT サービス従事者数の増加にはつながらない）。仮

に、ITPM の第 2 期生、第 3 期生が現在と同じ学生数であったとして、2016 年までの卒業生累

計は 125 名の見込みとなる。以上を踏まえると、協力終了後 3 年程度で上位目標を達成する見

通しは低いが、その一方で、プロジェクトを通じ、上位目標の方向に向かい着実に基礎は築か

れていると判断される。 

なお、達成見込みが低い原因として、当初計画における上位目標の設定レベルが高かったと

考えられるが、その背景として、本プロジェクトについては当初計画段階から、協力終了後 3

年程度の達成レベルでなく、中期的な視野での達成レベルを設定しており、よりスーパーゴー

ルに近い上位目標を設定していたことに起因すると考えられる。 

 
２－２ 実施プロセス 

（1）活 動 

以下を除き、ほとんどの活動が予定どおり実施された。①教員の能力向上及び能力測定の

ための外部組織からの有償システム開発受注、②産官学の連携強化を目的としたシンポジウ

ムの開催。既に述べたとおり、これらの目的は既に別の活動（フィールドワーク、短期コー

ス、スタディ・セッション）により達成されているため、プロジェクト効果に対しマイナス

の影響はなかった。 

 

（2）モニタリング体制 

モニタリングは、①マネジメントレベルにおけるウイークリー・ミーティング、②セクショ

ンレベルのウイークリー・ミーティングに基づき行われた。各マネジャーがセクションレベ

ルのウイークリー・ミーティングの結果をマネジメントレベルのウイークリー・ミーティン

グで報告し、必要に応じ日本人専門家及びプロジェクトマネジャーの助言を得た。 

 

（3）C/P のオーナーシップ 

現在、活動のほとんどは C/P が担っている。日本人専門家は C/P の支援を行い、その主な

役割は、新たな局面における最初の枠組み設定とフォーマット作成、教材改訂における分担

設定、ITSC/ITPM、短期コース、インキュベーション等、主要活動全般の技術面・運営管理

面の助言である。 

 

２－３ 5 項目評価による分析結果 

２－３－１ 妥当性 

妥当性：やや高い5 

 

                                                   
5 評価 5 項目に基づく評価結果を「高い、やや高い、やや低い、低い」の 4 段階で示すこととした。インパクトのみは、その

性質上、段階分けになじまないため、別の表現とした。 
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（1）プロジェクトの目標と受益者のニーズとの整合性 

1） ラオス産業界 

実践的な知識と技術を有する IT スペシャリストの育成は、ラオス産業界のニーズと合

致している。民間企業は実践的な技術を重視しているが、ラオス国内の大卒者は一般に

実践的な知識・技術が不足していることから即戦力とならず、さらなる訓練が必要とさ

れている。 

民間企業、IT 業界団体及び IT 分野の技術的機能を担う政府組織へのインタビューに

おいて、産業界の視点からは 2 年間の修業年限は長いとのコメントが一部あった。この

理由として、民間企業ではアカデミックな知識はさほど重視されないにもかかわらず、

学生への奨学金及び職員のコースへの派遣に係るコストが倍増することが挙げられた。

この点に関連して、上記 3 者のなかには、ITPM と同時並行で ITSC を継続することによっ

て応募者が ITSC または ITPM のいずれかを選択できるようにした方が良かったのでは

ないかとの意見もあった。 

また、IT 産業関連団体とのインタビューでは、非ネットワーク関連のセキュリティー

技術者らに対する需要や、セールス及びマーケティング等のソフト・スキルに対する需

要が伸びているとのコメントも得られた。これらの技術については、セールス・スキル

を除き、ITPM の現行カリキュラムでカバーされている。 

 

2） ターゲットグループ（学生/受講生） 

ITSC 卒業生及び ITPM 在校生に対するインタビュー 6によると、長期コース

（ITSC/ITPM）は次の理由により応募者の人気が高い。①実践的な教育を行うため就職

に有利との評判があること、②他の国内大学・教育訓練機関と比べて学生が使用できる

機材が充実していること、③経験ある教員がいること。サンプル数が少ないため一般化

はできないが、上記の評判は既に学生によく知られている可能性がある。 

修士号取得は昇給につながることから、産業界や政府等の社会人にとっては修士課程

に対するニーズがあるとみられる。2013 年度 ITPM コース昼間コース在校生の約 80％は

社会人実務経験者（20 名中、産業界 7 名、大学は NUOL を含め 8 名、カレッジ 1 名）で

あり、20％（4 名）が学部からストレートで入学している。 

 

3） NUOL 

NUOL 情報通信技術（Information and Communication Technology：ICT）マスタープラ

ンでは、2020 年までにナレッジ・ベースト・ソサエティーに向けて国家を牽引するため、

NUOL は ICT 人材開発における国家のフォーカルポイントとなることがうたわれており、

プロジェクトの方向性は NUOL の方向性と合致している。 

 

（2）プロジェクトの目標とラオスの政策との整合性 

1） IT サービス産業の振興 

以下の政策に示されるように、IT サービス産業及び IT 自体の振興に関するラオス政

                                                   
6 ITSC 第 1 期及び第 2 期卒業生の計 4 名、及び ITPM 第 1 期在校生 6 名へのグループインタビュー。 
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府の優先度は高い。 

a） 第 7 次国家社会経済開発計画（National Socio-Economic Development Plan：NSEDP）

（2011～2015） 

①郵便・通信分野：社会経済開発促進のための郵便・通信インフラの発展と高速イ

ンターネット接続の実現、それによる地域・世界との接続地点となること、及び②

教育分野：労働市場での競争性向上のため技能労働・機械・エンジニアなども含ん

だ教育の種類を多様化させること、等が示されている。 

b） ICT 国家政策（2009 年に MST により正式発効、現在も有効）：本政策では、IT セク

ターの人材育成及び IT 産業振興の重要性がうたわれている。 

c） 2020 年までの教育分野における ICT 政策及び ICT マスタープラン：ICT 技術の活用、

ICT ベースの教材の設計・生産・活用、教育訓練の手段としての適切かつ革新的な IT

技術の活用における能力開発を行うこと、及び国家経済開発のための IT 人材育成を

行うことが盛り込まれている。 

d） ASEAN ICT マスタープラン：ASEAN ICT マスタープラン 2015（AIM 2015）は、  

2011 年 1 月にマレーシアのクアラルンプールにおいて第 10 回 ASEAN 通信・IT 分野

大臣会合で打ち出された。AIM 2015 は ASEAN における ICT セクター開発の 5 年間

のロードマップを示すものであり、包摂的で活気に満ちた統合後の ASEAN コミュニ

ティを創り出すために ICT を活用しようとするものである。 

 

2） IT サービス産業における人材育成 

以下のとおり、第 7 次 NSEDP において、IT セクターにおける人材開発の優先度は高

い。 

①郵便・通信分野：郵便・通信及びインターネット分野の対策として、同分野におい

て世界水準を満たす人材を育成すること、及び②教育分野：エンジニアの育成を含む人

材育成が第 7 次 NSEDP にうたわれている。 

インタビューによれば、プロジェクトにかかわるすべての主要官庁が IT 分野における

人材育成を重視している。 

 

（3）プロジェクトの目標と日本の ODA 政策との整合性 

1）IT サービス産業における人材育成支援 

外務省の対ラオス国別援助方針（2012）では、ラオスに対する援助の主要四本柱のう

ち、第 3 の柱である「教育環境の整備と人材育成」において、民間セクターの強化促進

のための高等教育・技術職業教育への支援が掲げられている。 

また、JICA の対ラオス援助方針についても、四つの柱のうち、第 3 の柱である「教育

環境の整備と人材育成」において、民間セクター強化に資する高等・技術教育の拡充が

含まれている。 

 

（4）手段としてのプロジェクトの適切性 

1） 高い実践的スキル（ネットワーク、データベース、アプリケーション開発、プロジェ

クトマネジメント等）を有する IT スペシャリストの育成 
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高度に実践的な技術を有する IT スペシャリスト育成に焦点を当てたことは（1）及び

（2）で述べたようにラオス政府及び産業界のニーズと合致しており、おおむね適切であ

った。ただし IT 分野では常に新たな技術に対する新たな需要が生まれてくるため、これ

らに常に留意する必要がある。 

 

2） C/P 機関としての NUOL の適切性 

NUOL はラオスで最も長い歴史を有する国立大学であり、11 学部 6 センターをビエン

チャンの 8 カ所のキャンパスに有している。また、同学は大メコン圏学術研究ネットワ

ーク（Greater Mekong Sub-region Academic and Research Network：GMSARN）及びアセア

ン工学系高等教育ネットワークプロジェクト（ASEAN University Network / Southeast Asia 

Engineering Education Development Network：AUN/SEED-Net）のメンバーでもある。した

がって、NUOL を本プロジェクトの C/P 機関としたことは関連省庁から適切とみなされ

ている。IT 教育の質と量の点からみて、ラオス国内の他の国立大学及び教育機関で、本

件のようなプロジェクトの C/P 機関として機能し得る公的組織はほかに存在しない。し

かしながら、C/P として配置されたものの、経験不足から専門家からの技術移転におい

て試験に合格できず、C/P としてとどまることのできなかった教員もみられた。 

 

3） 日本の技術の優位性 

日本は次の点において IT における比較優位を有している。①世界一高品質なソフト 

ウェア、②IT スペシャリストの資格認定制度（既にアジアにおける実質的なスタンダー

ドとなっている）、③JICA の IT プロジェクトに関する豊富な経験（インドネシア、ミャ

ンマー、キルギスタン、ルワンダ等）。 

 

２－３－２ 有効性 

有効性：やや高い 

 

（1）プロジェクト目標の達成状況 

「２－１－３ プロジェクト目標」で述べているとおり、プロジェクト目標はおおむね

達成されている。具体的には、プロジェクト目標の指標 1 では卒業生は自身の就職先企業

から良好な評価を得ていること、指標 2 では目標値の 80％を大きく上回る 95％の卒業生

が IT サービス市場に就職していること、また指標 3 では短期コースの受講者数について堅

調な伸びを示していること等、すべての指標が良好な達成度となっている。 

 

（2）成果とプロジェクト目標の論理性 

プロジェクト目標である IT 産業人材を育成させるために、成果 1 では長期コースの運営

管理、成果 2 では短期コース及びインキュベーターを所掌する ITBU の運営管理、成果 3

では教員の質、成果 4 ではコース全体の質、成果 5 では IT 産業界のニーズ把握、とそれぞ

れの成果が一定の役割を担い、プロジェクト目標達成に貢献する形でプロジェクトがデザ

インされており、成果とプロジェクト目標の論理性はおおむね確保されている。 
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２－３－３ 効率性 

効率性：やや高い 

 
（1）日本側投入の適切性 

不要、過剰、または使われなかった投入はみられない。次の 3 点は同じ成果の質・量を

確保しつつ、より少ないコストでの成果達成に貢献した。①タイの第三国専門家活用によ

り研修効果を最大化したこと。ラオス人教員にとってタイ語は英語より理解しやすいこと

から、C/P への技術移転において同じレベルの質を、より少ない日本人専門家派遣で確保

した。②教材におけるアカデミック・プログラムの活用。マイクロソフト・アカデミー（年

700 米ドル）、オラクル・アカデミー（年 500 米ドル）、シスコ・アカデミー（無料）、VM

ウェア・アカデミー（無料）等、教材全体の約 3 分の 2 にわたりアカデミック・プログラ

ムを活用した。これらの教材は国際水準で品質が高く、学生に配布可能であり、自動的に

更新される。このため教材の質を確保しつつ、教材改訂に係る C/P 教員の時間を節約する

ことができた。③教材の残り 3 分の 1 について、ミャンマーやキルギスタン等、JICA の他

の IT プロジェクトで開発された教材を導入したこと。このため、教材開発に係る時間を削

減し、質の高い教材を活用することができた。なお、日本人専門家の知見は、C/P 教員へ

の技術移転において十分活用されている。 

 

（2）ラオス側投入の適切性 

ラオス側プロジェクトマネジャーとのインタビューによれば、C/P 教員数は不十分であっ

た。プロジェクトに協力的な工学部によって多くの教員が C/P として配置されたものの、

経験不足から技術移転において試験に合格できず、C/P としてとどまれない教員もいたた

めである。このため、ITPM、短期コース、学部レベルの授業、フィールドワーク指導等の

業務量の多さと相まって、教員 1 人当たりの業務量が過重になっている。また、同インタ

ビューでは、短期コース責任者であるマネジャーの配置には困難があった。協力期間中、

同ポストは 2 カ月間空席となり、現在のマネジャーは 3 人目となっている。ラオスでは有

能な人材は給与の高い民間企業で働く傾向があり、能力あるマネジャーを国立大学の給与

水準で確保することは困難との指摘があった。 

 

２－３－４ インパクト 

インパクト：一定の正のインパクトが発現している 

 
（1）上位目標の達成見込み 

２－１－４で述べたとおり、ITSC/ITPM 及び短期コースにより教育・訓練される学生・

受講生数を考慮すれば、協力終了後 3 年程度における上位目標の達成見通しは低い。これ

は、当初計画における上位目標の設定がよりスーパーゴール的な目標設定であったことに

よる。 

 

（2）他の正のインパクト 

本プロジェクトの支援範囲外である、NUOL 工学部の学部レベルの教育において、次の
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ような正の効果がみられる。①学部レベルの教育の向上（教員の知識、技術、教え方が向

上したこと、プロジェクトと同じ教材を学部でも活用するようにしたことによる）、②学

部レベルのカリキュラム改訂（修士課程の教育レベルの向上及び教員の能力向上に伴い、

本来学部で教えるべきであるがこれまで能力不足により修士課程で教えていたモジュー

ルが、2013 年 9 月より学部レベルに移行される見込みとなった）、③学生による教員評価

の学部レベルでの導入。 

2013 年 2 月から 3 月にかけて実施されたタイへのインキュベーション・スタディツアー

は、インキュベーションの概念とその重要性に関する参加者の理解につながった。参加者

は、NUOL の C/P、関連省庁における IT 及び中小企業振興の人材育成の責任者、及び産業

界の代表者である。このツアーがきっかけとなり、省庁間でラオスにおけるセクターを超

えたインキュベーション・システムの促進に向けた議論とプロポーザル作成が開始された。 

 

（3）負のインパクト 

負のインパクトはみられない。 

 

２－３－５ 持続性 

持続性：やや低い7 

 
（1）政策面 

ラオス政府は e-government や e-commerce、e-education 等の実現に向けて動き出しており、

時間はかかってもその方向性自体が逆行することは考えにくいことから、IT 及びその人材

育成推進の方向性は今後も続くと考えられる。 

 

（2）組織・財政面 

ほとんどの教員は大学に残るものと考えられる。しかしながら、日本人専門家チーム及

び C/P チームへのインタビューにおいて、以下のようなコメントが得られた。①教員と卒

業生の給与格差があること（ただし、ラオスの他の職業における給与と比較すれば低くは

ない）、及び②修士課程、短期コースでの授業、留学中の他の教員のフォロー、その他の

運営管理業務等による業務量の多さによって教員の授業準備時間及び自らの学びの時間

が短くなっており、授業の質の低下につながる可能性があること。いったん授業の質が低

下すれば、評判が悪化して応募者の減少を招くおそれがあり、そうなれば予算不足を引き

起こす可能性がある。 

NUOL 工学部の IT 学科に対する予算は、教員及び職員の給与、電気代、水道代分である。

プロジェクト活動の実施経費については、長期コース（ITSC/ITPM）及び短期コースの授

業料により賄われてきた。政府予算による職員給与は、以下の理由により維持されると考

えられる。①ラオス政府は現在、高等教育を重視し、高等教育改革を実施中であること、

②NUOL はラオスで最も長い歴史をもつ国立大学の中核を成す存在であること、③MOES

は IT スペシャリスト養成を重視していること。 

                                                   
7 終了時評価時における持続性は、プロジェクト完了後の将来に関する視点であり、評価結果は決定的なものではない。しか

しながら、終了後にプロジェクト効果を維持するためのポイントを明確化することが分析において求められている。 
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したがって、財政面で最も重要な要素は IT 学科の教育の質の維持・向上、及び今後の入

学者数の確保である。ITSC/ITPM の授業料収入額及び授業料からのランニングコストに係

る支出額8は表２－11 に示すとおりであり、現状黒字基調である。 

 

表２－11 ITSC/ITPM に関する授業料収入とラオス側投入額 

（単位：キップ） 

年（月） 授業料受取額 支出（ランニングコスト） 差額 

2011（1～12） 120,792,346 22,650,000 98,142,346 

2012（1～12） 30,672,662 7,154,000 23,518,662 

2013（1～3） 392,274,471 69,315,000 322,959,471 

合計 543,739,479 99,119,000 444,620,479 

注：2011 年 1 月より 2013 年 3 月までの ITSC/ITPM に係る数値のみを示した。これ以外の数値は入手できていない。 

出所：プロジェクト資料提供 

 

今後の授業料収入に関しては、次の点に留意する必要がある。①IT 学科は ITPM 第 1 期

生の定員枠を満たしていないこと（定員 42 名に対し入学者数は 33 名）、②短期研修の増

加率が 2012 年に比べ鈍化していること、及び③民間企業からの奨学金が減少しているこ

と。長期・短期両コースの学生・受講生数が維持されない限り、これらコースのランニン

グコストは確保されないが、これらの課題に対処するための具体的な対応策の検討はこれ

からとなっている。 

ITBU の運営管理体制はまだ再構築途上にある。運営管理能力またはマネジャーの今後

の継続について注意が必要である。能力あるマネジャーの配置及び有能な人材に対するイ

ンセンティブの検討が持続性の確保に重要である。  

関連省庁、民間企業とのコミュニケーションの基盤は形成されたものの、2011 年以降参

加者数が減少していることから、スタディ・セッションがプロジェクト終了後も継続され

るかは必ずしも見通せない。 

 

（3）技術面 

教員の能力については、各コースで授業を行うに十分な能力をおおむね習得していると

みられる。しかしながら、IT 分野の技術は変化のスピードが極めて速いことから、プロジェ

クト終了後に教員が独力で技術の変化のスピードに合わせて知識・技術を更新していくこ

とが不可欠である。教育の質は教員の質にかかるところが大きい。 

また、終了後もラオス産業界の最新のニーズに応える人材の輩出を続けることが、今後

の IT 学科にとって極めて重要である。仮に産業界の評判と満足度が低下した場合、学生や

IT 実務者である受講者予備軍の IT 学科に対する評判も低下し、入学者数の減少を招くお

それがある。日本人専門家チームへのインタビューによれば、カリキュラムの定期的改訂

により産業界のニーズに応え続け、好評を維持することが必要である。 

協力終了後の機材の維持管理については短期コースの減価償却費も蓄積されており、大

きな問題はない見通しである。しかしながら、ITPM の機材に関する維持管理については、

                                                   
8 プロジェクトでは短期コースについても受講料からコストを負担しているが、その内訳に関するデータは入手できなかった。 
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学生数が減少し授業料収入が減少した場合、予算面の課題が発生する可能性もある。 

 

（4）社会面 

IT 学科が産業界及び政府からの好評価あるいは一定の評価を維持し続ける限り、学生か

らの需要は続くものと考えられる。ITPM 夜間コースについては、学生のほとんどが IT 関

連分野の社会人または政府職員であり、自費または所属先が学費を負担するため、将来も

学生数の確保は可能な見通しである。昼間コースについては、企業からの奨学金が減少し

た場合は学生数が減少する可能性がある。 
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第３章 結 論 
 
 プロジェクトはラオス側及び日本側双方の努力により、プロジェクト目標の達成に向け着実に

取り組みが進められているということが確認された。ITSC の卒業生や、卒業生を雇用している企

業、そして ITPM の学生からは、プロジェクトが支援してきた IT コース全体への評価は高い。ま

た、ITSC 及び ITPM のコース運営の妥当性については、コース運営に必要なガイドラインが整備

されており、当該コースの職員や講師による適切な運営が確保されている。さらに、教材につい

ては、JICA の他国における情報通信関係の技術協力プロジェクトで開発した教材をベースに整備

し、また近隣国の第三国講師（特にタイ）による技術移転を進めたため、効率的かつ効果的に、

教員のスキル向上に取り組むことができた。 

 また、2013 年から開講した、ITPM の設立は、ITSC の成果を土台として、ITSC が発展的に解

消し、プロジェクトで側面支援を行い設立されたため、NUOL が目標として掲げている、全学部

学科における 2015 年までの修士課程設立といった目標の達成にも貢献した。 

 このように本プロジェクトでは多くのことが達成されたが、以下の 3 点に留意する必要がある。 

 第一に、上位目標として設定している内容については、3 年以内の達成見通しは低い。ITSC は、

これまで IT サービス産業に就職する卒業生を一定数育成してきたが、GDP における IT サービス

産業の増加に対する直接的なインパクトについては、現時点において測定することができない。 

 第二に、本プロジェクト終了後の活動の持続性を高めるためには、ITPM 及び IT 短期コースの

質の確保と、安定した入学者数の維持に取り組むことが重要である。今回の評価結果に基づいた

場合、ITPM 及び IT 短期コースの質は、授業を実施する講師陣の質に基づいていると考えられる。

他方、IT 産業界における急速な技術の進歩を考えた場合、新規科目の設立が想定されるため、講

師陣は絶えず IT サービス産業界の最新のニーズに対応するための知識を更新していく必要性が

ある。しかしながら、限られた人数で、多くのコースや授業を受け持っている教員の負荷は大き

く、講師陣が的確に知識をアップデートするための時間を確保できるかが鍵となる。IT サービス

産業界が必要とする最新の知識がなければ、ITPM 及び IT 短期コースの教育内容は時代遅れとな

ってしまい、教育の質を担保できないおそれがある。それに加えて、安定した入学者数は、IT 学

科の財政的な安定性にとって非常に重要である。なお、終了時評価の段階においては、ITSC の卒

業生は、2 期のみ卒業生を送り出したまでであり、また ITPM は第 1 期が開始されたばかりであ

るため、結論を導き出すのには早すぎるが、安定した入学者数は、IT 学科の財政的な持続性を担

保するために、入念にモニタリングされるべきである。 

 第三に、成果 2 の達成状況が他の成果と比較して少し低くなっている。この背景にある理由と

して、ITBU はマネジャーの交代等により体制が不安定であった時期があり、現在 3 人目のマネ

ジャー下で再度体制を整えつつある状況にあること、また中間レビュー以降に活動として導入さ

れたインキュベーターの設立に関して、活動段階がまだ初期の段階にあるという点がいえる。ま

た現時点では、インキュベーターに入居している 3 社ともに、ITBU/LIBIC に対し技術的な相談を

求めていないことから、ITBU/LIBIC がインキュベーター入居者に対しアドバイスを行う機会に恵

まれていない、という点も理由の一つである。他方、将来的には、講師陣がインキュベーター入

居者の開発する最新の IT 製品に対して、アドバイスを行うことを通じ、自らも学び、それを教育

指導方法の改善やカリキュラム開発に反映させることが期待される。 
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 以上を踏まえ、本プロジェクトは一部留意すべき事項はあるが、おおむねプロジェクト目標は

達成されていることから、プロジェクト協力期間終了をもって本プロジェクトを終了し、プロジェ

クト終了後は先方政府実施機関が、上記 3 点の留意事項を踏まえつつ、まずは自助努力で取り組

むことが妥当であると判断される。また数年後の事後評価において先方政府実施機関の取り組み

状況を確認し、必要に応じフォローアップ協力の可能性を検討することも考えられよう。 
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第４章 提 言 
 

本評価結果を踏まえて、先に述べた留意事項については以下のとおり対応するべきであると提

言する。 
 
４－１ IT 学科で実施される IT コースの質 

プロジェクトの持続性を維持するために IT 学科は同学科が開講する IT コース（例：ITPM、短

期コース）の質を維持させる必要がある。これを達成するために ITPM 及び短期コースについて、

講師の評価だけでなく、コースのカリキュラム、教材、資機材等を含めたコース全体に関する評

価をより体系的に実施する必要がある。また評価は今後の IT コースの改善に役立てるよう、コー

ス終了後速やかに実施、かつ定期的に実施し、評価の分析結果が遅滞なく関係者にフィードバッ

クされることが求められる。 

さらに IT は技術が日進月歩するセクターであることをかんがみれば、最新の IT 技術を理解す

るためには講師は絶えず最新の知識を習得し続けなければならない。また IT 学科が開講する IT

コースの内容が時代遅れとならないよう、最低 3 年に 1 度はコースのカリキュラムを見直し、IT

産業の最新ニーズを反映することが期待される。なお、カリキュラムの改訂にあたっては、民間

セクター、関連省庁、関係者すべてが参加したカリキュラム・ボードが開催されることが望まし

い。カリキュラムの改訂はプロジェクトの持続性を担保するうえで重要な事項であることから、

この点は JICA が事後評価を行う際の評価の切り口の一つとなるであろう。 

 

４－２ 安定した入学者数 

IT 学科の財政面での安定性を担保するためには、優秀な学生が毎年安定した数入学することが

重要である。このため、入学者数の推移をフォローし、引き続き入学者数が募集人数を下回るよ

うであれば、この問題を解決する必要がある。この際、必要に応じ、ITPM 応募に係る資格要件

を見直すことも検討されよう。 

 

４－３ インキュベーター 

本プロジェクトを通じ、「インキュベーター」というコンセプトが初めてラオスにもたらされ

たが、 LIBIC はまだオペレーションの初期段階にある。ラオスにおいてインキュベーターの前例

がないことから、隣国タイのインキュベーターをモデルとして活用することは有益であるが、タ

イの事例すべてがラオスに適用可能ではないことから、ラオスにおいてインキュベーターを根付

かせるためには、ラオスの環境を踏まえたラオス型のインキュベーター・モデルを構築する必要

がある。タイのインキュベーター・モデルを参考にしつつも、ラオスの現地事情に適したラオス

独自のインキュベーター・モデルを構築するのは容易ではなく、試行錯誤を繰り返しながら、構

築していくことになるだろう。このため、インキュベーターがラオスで完全に根付くまで時間は

かかり、ラオス側の長期にわたるコミットメントが重要である。 

 

４－４ ITBU 

短期コースの円滑な実施にあたり、ITBU の果たす役割は大きい。一方、プロジェクト実施期

間中、ITBU のマネジャーが数回入れ替わったとともに、一時期、ポストが空席であったときも
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ある。このように体制が不安定であったこともあり、ITBU はまだ完全稼働していない状況にあ

る。中間レビュー後、3 人目のマネジャーが ITBU のマネジャーとして就任し、ITBU は現在同マ

ネジャーの下で新しいマネジメント体制を整備している途上にある。このような状態であること

を踏まえ、ITBU のキャパシティについては今後も注視する必要がある。 
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第５章 教 訓 
 
５―１ IT セクターにおける人材育成 

セクターの性格上、IT セクターにおける人材育成にあたっては高度な知識が求められるが、C/P

の能力が期待するほど高くないケースも多い。効果的で効率的な技術移転を実施するためには、

案件形成段階に C/P の能力や経験について正しく把握しておくことが重要である。また IT セクタ

ーは技術が刻々と変化、発展するため、C/P は一度必要な知識を習得しても、引き続き新しい知

識を習得し続ける必要がある。IT セクターの性格として、高度な知識の習得が求められることの

みならず、絶えず最新の知識を習得し続けなければならない点を踏まえると、IT セクターにおけ

る人材育成は非常にチャレンジングであり、ラオス側実施機関及び開発パートナー側双方ともに

本腰を入れた取り組みが求められる。 

 

５―２ インキュベーター 

インキュベーターは本プロジェクトを通じ初めてラオスにもたらされたため、ラオスにおいて

前例モデルがない。このため、他国のインキュベーターの事例が非常に重要なサンプルとなるが、

日本のインキュベーターはあまりに先進すぎているため、ラオスにとってモデルとすることが困

難であることから、隣国タイのインキュベーターがモデルとして選ばれた。日本の事例が必ずし

も相手国にとってベストなモデルではなく、場合によっては最先端のモデルでないものが相手国

に適していることもある。いずれにしても、全く新しい概念を外国から持ち込み、その地で根付

かせることは容易ではなく、時間及びコミットメントが必要である。 
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